
は
じ
め
に

雲
州
本
『
延
喜
式
』（
以
下
、
雲
州
本
と
略
記
）
と
は
、
松
江
藩
に
よ
っ
て
文
政

十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
開
板
さ
れ
た
延
喜
式
の
版
本
で
あ
る
。
本
文
五
〇
巻
五

〇
冊
の
外
に
考
異
七
巻
八
冊
、
考
異
附
録
三
巻
三
冊
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
幕
府

右
筆
屋
代
弘
賢
書
に
よ
る
藩
主
松
平
斉
貴
の
序
文
が
附
さ
れ
、
先
代
藩
主
松
平
斉

恒
を
校
訂
者
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
実
際
の
校
訂
は
藩
士
藍
川
慎
（
玄
慎
）
を
中

心
に
進
め
ら
れ
た
。

そ
れ
ま
で
一
般
に
流
布
し
て
い
た
延
喜
式
の
版
本
に
は
、
清
原
賢
忠
跋
お
よ
び

林
道
春
跋
と
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
年
紀
を
も
つ
明
暦
本
、
享
保
八
年
（
一

七
二
三
）
九
月
付
首
題
を
も
つ
享
保
本
な
ど
が
あ
っ
た
。
雲
州
本
の
序
文
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
の
版
本
は
「
坊
刻
濫
惡
、
繆
誤
極
多
」
な
の
で
、
諸
本
を
対
校
、
校

訂
し
て
そ
れ
を
正
し
た
一
本
を
出
版
し
た
の
だ
と
い
う
。「
近
世
の
学
問
的
水
準
に

照
し
て
、
最
高
の
用
意
周
到
な
校
訂
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
国
史

大
系
以
降
の
活
字
本
に
お
い
て
も
、
明
記
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
所

説
が
多
く
襲
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
」
と
も
評
価
さ
れ（
１
）
る
。

そ
の
一
方
で
「
た
だ
藩
の
出
版
と
い
う
性
質
上
、
ど
の
程
度
世
に
行
わ
れ
た
か

は
疑
問
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
２
）
が
、
雲
州
本
そ
の
も
の
の
成
立
や
普
及
に
関
す

る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
延
喜
式
諸
本
の
研
究
自
体
、

近
世
初
期
以
前
の
古
写
本
に
集
中
し
、
版
本
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な

い
。
明
暦
本
と
享
保
本
は
同
じ
版
木
を
改
訂
し
て
使
用
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ

れ
ぞ
れ
に
数
種
類
の
形
態
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
版
本
の
形
態
の
整
理
、

分
析
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
体
近
世
に
何
時
、
何
回
刊
行
さ
れ
た
の
か
と
い
う
基

本
的
事
項
す
ら
明
確
で
は
な
い
と
い
う
一
九
八
八
年
時
点
で
の
指（
３
）

摘
は
、
現
在
で

も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
。
し
か
し
延
喜
式
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
ど
の

よ
う
な
古
代
像
を
形
成
す
る
素
材
と
さ
れ
て
き
た
か
を
考
え
る
た
め
に
は
、
古
写

本
の
み
な
ら
ず
近
世
の
諸
写
本
や
版
本
の
基
礎
的
な
研
究
は
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
雲
州
本
と
校
訂
の
特
徴
、
刊
行
の
経
過
、
背
景
と
な
る
藍
川
慎
と

そ
の
学
問
と
い
う
基
礎
的
な
事
項
を
素
描
し
、
今
後
の
研
究
の
た
め
の
手
掛
り
を

提
示
し
た
い
。

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎

＊
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一

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
特
徴

（
一
）
雲
州
本
の
種
類

今
の
と
こ
ろ
雲
州
本
に
は
、（
１
）
松
江
藩
（
松
平
家
）
版
、（
２
）
岡
田
屋
嘉

七
版
、（
３
）
吉
川
半
七
版
の
少
な
く
と
も
三
種
類
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

（
１
）
松
江
藩
（
松
平
家
）
版

刊
記
が
附
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
多
く
が
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。「
堀
田
家
蔵
」

の
印
を
も
つ
佐
倉
藩
堀
田
家
旧
蔵
の
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
、「
堀
氏
文
庫
」

の
印
を
も
つ
須
坂
藩
堀
家
旧
蔵
の
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
、
飯
田
藩
主
堀

家
旧
蔵
の
飯
田
市
立
図
書
館
所
蔵
本
な
ど
や
、「
書
籍
館
」「
浅
草
文
庫
」「
昌
平
坂

学
問
所
」
の
印
を
も
つ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
、「
和
学
講
談
所
」
の
印
を
も
つ
宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
な
ど
、
幕
府
周
辺
や
大
名
家
旧
蔵
本
も
あ
り
、
出
版
直
後
の

流
布
状
況
が
う
か
が
え
る
。

（
２
）
岡
田
屋
嘉
七
版

「
製
本
売
弘
所
」「
東
京
書
林

尚
古
堂

岡
田
屋
嘉
七
」
の
刊
記
を
持
っ
て
い

る
。雲

州
本
の
版
木
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
松
平
家
か
ら
教
部
省
に
献
納
さ

（
４
）

れ
、
同
じ
く
政
府
に
献
納
さ
れ
た
群
書
類
従
の
版
木
と
と
も
に
内
務
省
の
管
理
下

に
置
か
れ
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
に
内
閣
文
庫
に
移
さ
れ
た
。
一
八
九
五

年
（
明
治
二
八
）
に
は
延
喜
式
・
群
書
類
従
の
版
木
は
と
も
に
内
閣
文
庫
か
ら
帝

国
大
学
に
移
管
さ
れ
、
文
部
省
構
内
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
た
。
そ
の
直
前
の
一
八

九
四
年
（
明
治
二
七
）
五
月
二
十
一
日
付
で
松
平
家
が
印
刷
・
出
版
の
た
め
延
喜

式
の
版
木
を
一
時
借
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
刷
ら
れ
た
も
の
が
岡
田
屋
嘉

七
版
だ
と
推
測
さ
れ
て
い（
５
）

る
。

（
３
）
吉
川
半
七
版

刊
記
が
吉
川
半
七
と
林
平
次
郎
、
吉
川
半
七
の
み
の
少
な
く
と
も
二
種
類
を
確

認
し
て
い
る
。
吉
川
半
七
は
初
代
で
吉
川
弘
文
館
の
創
業
者
で
あ
る
。

吉
川
半
七
・
林
平
次
郎
版
は
、
考
異
附
録
下
の
最
終
丁
表
に
ａ
「
御
用
御
書
物

師
、
東
京
京
橋
区
南
伝
馬
町
壱
丁
目
十
弐
番
地
書
肆
、
吉
川
半
七
」、
裏
に
ｂ
「
発

売
人
、
東
京
府
平
民
、
林
平
次
郎
、
日
本
橋
区
箔
屋
町
八
番
地
」
の
刊
記
を
附
し

て
い（
６
）
る
。
林
平
次
郎
は
吉
川
半
七
（
弘
文
館
）
の
番
頭
だ
っ
た
が
、
一
八
八
七
年

（
明
治
二
〇
）
に
独
立
し
て
出
版
・
取
次
業
を
始
め
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）

三
月
か
ら
一
八
九
一
年
十
一
月
ま
で
日
本
橋
区
箔
屋
町
八
番
地
に
店
を
構
え
て
い

（
７
）
た
。
こ
の
間
に
吉
川
半
七
が
版
木
を
借
り
出
し
て
雲
州
本
を
刷
り
、
林
平
次
郎
が

販
売
し
て
い
た
こ
と
に
な（
８
）
る
。
刊
記
が
ａ
吉
川
半
七
の
み
の
版
は
、
本
文
五
〇
巻

を
三
〇
冊
に
、
考
異
を
四
冊
に
、
考
異
附
録
を
一
冊
に
合
冊
し
た
計
三
五
冊（
９
）
で
、

紙
質
も
六
一
冊
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
雲
州
本
の
構
成
と
特
徴

延
喜
式
は
五
〇
巻
構
成
で
あ
り
、
明
暦
本
、
享
保
本
い
ず
れ
も
一
巻
一
冊
、
全

五
〇
冊
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
雲
州
本
も
、
本
文
は
同
様
に
五
〇
巻
五
〇
冊
だ
が
、

考
異
七
巻
八
冊
、
考
異
附
録
上
・
中
・
下
三
冊
が
付
け
加
え
ら
れ
て
、
合
計
六
一

冊
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

考
異
は
校
訂
の
根
拠
を
各
巻
ご
と
に
ま
と
め
て
示
し
た
も
の
で
、
表
１
の
よ
う

な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
巻
九
（
神
名
式
上
）、
巻
十
（
神
名
式
下
）、
巻
三
十
七

（
典
薬
式
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
で
、
神
名
式
と
典
薬
式
に
校
訂
の
比
重
が
か
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

考
異
附
録
に
も
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
考
異
附
録
上
（
発
音
）
は
全
三
二
丁

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎

二
四



で
、
延
喜
式
に
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
を
抜
粋
し
て
そ
の
四
声
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
圏
点
で
は
な
く
、
平
・
上
・
去
・
入
を
漢
字
の
下
に
注
記
し
て
い
る
。

考
異
附
録
中
（
序
表
考
）
は
全
十
三
丁
で
、
一
〜
六
丁
が
「
上
延
喜
格
式
表
」、

七
〜
十
一
丁
が
「
延
喜
式
序
」
の
考
証
、
十
二
〜
十
三
丁
が
「
刻
本
跋
文
」
で
、

明
暦
本
・
享
保
本
の
林
道
春
（
羅
山
）
の
跋
文
、
貞
享
本
の
奥
書
、
享
保
本
首
題

の
三
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
上
延
喜
格
式
表
」、「
延
喜
式
序
」
は
い
ず
れ
も
、

文
中
の
語
句
を
抜
粋
し
て
、『
礼
記
』『
漢
書
』『
爾
雅
』
等
の
漢
籍
を
引
用
し
て
解

説
す
る
。

考
異
附
録
下
（
祥
瑞
考
）
は
全
三
五
丁
で
、
ま
ず
「
祥
瑞
考
」
と
し
て
治
部
式

祥
瑞
条
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
祥
瑞
に
つ
い
て
、
大
瑞
の
景
星
か
ら
下
瑞
の
白
鵲
ま

で
記
載
順
に
考
証
す
る
。
三
一
丁
で
い
っ
た
ん
「
延
喜
式
考
異
附
録
下

終
」
と

し
た
後
、
三
二
丁
か
ら
「
別
録
」
と
し
て
、「
日
抱
戴
」「
老
人
星
」
な
ど
延
喜
式

規
定
外
で
国
史
に
み
え
る
二
七
件
の
祥
瑞
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
瑞

応
図
」
な
ど
漢
籍
や
国
史
を
引
用
し
て
考
証
す
る
。

こ
の
よ
う
に
神
名
式
・
典
薬
式
に
多
く
の
考
異
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
発
音
」

「
祥
瑞
考
」
が
附
録
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
雲
州
本
の
大
き
な
特
徴
で

あ
り
、
校
訂
の
中
心
人
物
、
藍
川
慎
の
学
問
と
密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

藍
川
慎
の
学
問
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
検
討
す
る
。

（
三
）
考
異
に
み
え
る
諸
書

考
異
に
み
え
る
諸
書
を
表
２
に
あ
げ
た
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
延
喜
式

諸
本
に
よ
る
校
合
に
留
ま
ら
ず
、
辞
書
、
本
草
書
の
ほ
か
、
漢
籍
を
多
用
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
延
喜
式
諸
本
と
し
て
は
、
刻
本
、
明
暦
本
、
享
保
本
、
貞
享
本
、
京
本
、

林
本
、
勘
解
由
本
、
卜
部
本
、
兼
永
本
が
み
え
、
そ
の
ほ
か
「
一
本
」「
或
本
」「
古

本
」「
旧
本
」「
別
本
」
な
ど
特
定
が
難
し
い
諸
本
も
多
く
用
い
て
い
る
。
こ
の
う

ち
ほ
ぼ
全
巻
に
わ
た
り
校
訂
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
刻
本
と
貞
享
本
、
京
本
で

あ
る
。

刻
本
は
主
と
し
て
享
保
本
を
指
し
、
巻
九
・
十
（
神
名
式
）
な
ど
で
松
下
見
林

に
よ
る
修
補
を
意
識
し
て
享
保
本
と
明
暦
本
と
に
区
別
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
考
異
附
録
中
に
享
保
本
の
首
題
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が

表１ 雲州本『延喜式』考異の構成
丁数計

４５

４１

４７

丁数
１４
１
９
３
４
６
３
２
３
４１
６
９
７
３
２
４
１
１
２
１
４
３
４

巻２８
巻２９
巻３０
巻３１
巻３２
巻３３
巻３４
巻３５
巻３６
巻３７
巻３８
巻３９
巻４０
巻４１
巻４２
巻４３
巻４４
巻４５
巻４６
巻４７
巻４８
巻４９
巻５０

考異巻五

考異巻六
考異巻七

丁数計

４７

２８
３２

５６

５２

丁数
�
�
�
１１

３
６
９
６
３
６
３
２８
３２
６
９
６
５
１２
２
６
４
２
４
７
９
１４
７
３
１０
２

上表
歴運記
巻１
巻２
巻３
巻４
巻５
巻６
巻７
巻８
巻９
巻１０
巻１１
巻１２
巻１３
巻１４
巻１５
巻１６
巻１７
巻１８
巻１９
巻２０
巻２１
巻２２
巻２３
巻２４
巻２５
巻２６
巻２７

考異巻一

考異巻二上
考異巻二下
考異巻三

考異巻四
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会
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え
る
。

貞
享
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
坊
城
俊
方
書
写
本

に
あ
た
る
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
は
「
温
故
堂
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」
等
の
印
記
を

も
っ
て
お
り
、
塙
保
己
一
・
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

考
異
附
録
中
に
は
次
の
よ
う
な
貞
享
本
の
奥
書
が
掲
載
さ
れ
て
い（
１０
）
る
。

頴
川
氏
雅
昶
依
所
望
、
数
冊
書
写
送
之
、
早
速
之
条
、
粗
誤
有
之
矣
。
重
而

加
一
校
畢
。
貞
享
五
辰
年
正
月
中
七
。
参
議
左
大
弁
従
三
位
藤
原
俊
方

貞
享
本
は
、
表
・
上
表
・
目
録
・
歴
運
記
を
別
冊
と
し
た
全
五
一
冊
だ
が
、
そ
の

う
ち
の
巻
五
・
八
・
十
四
・
十
五
・
十
六
・
二
十
一
・
二
十
六
・
二
十
八
・
二
十

九
・
三
十
三
・
三
十
六
・
三
十
七
・
三
十
九
・
四
十
・
四
十
三
・
四
十
五
・
四
十

六
・
四
十
七
・
四
十
九
の
計
一
九
冊
に
坊
城
俊
方
の
貞
享
五
年
付
の
奥
書
を
有
し

て
お
り
、
坊
城
俊
方
の
自
筆
と
み
ら
れ
る
。
巻
五
の
奥
書
を
掲
げ
る
と
次
の
通
り

で
あ
る
。右

、
頴
川
氏
雅
昶
頻
依
所
望
、
数
冊
遂
出
写
送
、
々
早
速
之
、
粗
誤
有
之
矣
。

貞
享
五
〔
辰
丑
〕
年
正
月
中
七

参
議
左
大
弁
従
三
位
藤
原
俊
方

重
而
加
一
校
畢

頴
川
雅
昶
の
懇
願
に
よ
り
書
写
し
て
附
与
し
た
が
、
誤
り
が
多
い
の
で
校
訂
を
加

え
た
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
が
、
ど
の
巻
の
文
面
も
す
べ
て
若
干
異
な
っ
て
お
り
、

考
異
附
録
所
収
奥
書
と
一
致
す
る
も
の
も
な
い
。
貞
享
本
の
他
の
三
二
冊
に
は
奥

書
が
な
く
、
二
、
三
人
の
筆
跡
に
よ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
貞
享
本
で
校
訂
に
多
用
さ
れ
て
い
る
の
が
京
本
、
中
本
で
あ
る
。
京
本
は

京
極
宮
家
本
と
推
測
さ
れ
、
現
在
存
否
不
明
と
な
っ
て
い（
１１
）
る
。
ま
た
中
本
も
現
在

存
否
不
明
の
林
読
耕
斎
旧
蔵
中
神
守
節
本
で
、
雲
州
本
に
み
え
る
林
本
は
こ
の
中

本
の
同
本
異
称
で
は
な
い
か
と
さ
れ（
１２
）

る
。
た
だ
し
貞
享
本
で
京
本
、
林
本
が
使
わ

表２ 雲州本延喜式考異に使用された諸書

刻本、明暦本、享保本

林本、京本、貞享本、卜部本、兼永本、勘解由本（京本所引）、勘解由本（貞享本所引）、一本、一本古写本、
一本写本、一本（貞享本所引）、官本、官本（貞享本傍注）、或本、古本、旧本、局本、朱本、別本、他本、

秘釈（卜部秘釈）、卜家之説、天和神釈、皇太神宮儀式帳、止由気神宮儀式帳、皇太神宮雑事記、神宮雑例集、
熱田社記、一宮記、和泉国神名帳、尾張国神名帳、三河国神名帳、伊豆国神階帳、武蔵国神名帳、上総神名帳、
下総国神名帳、上野国神名帳、若狭国神名帳、隠岐国神名帳、紀伊国神名帳、
職制律、厩庫律、神祗令、僧尼令、職員令、賦役令、禄令、関市令、公式令、厩牧令、雑令、令義解、令集解、
令抄、貞観式、延喜式の各式、類聚三代格、類聚符宣抄、政事要略、朝野群載、内裏式、儀式、江家次第、
日本書紀、続日本紀、日本後紀、続日本後紀、文徳実録、三代実録、類聚国史、日本紀略、扶桑略記、元亨釈
書、古事記、先代旧事本紀、古語拾遺、日本紀私記、釈日本紀、本朝皇胤紹運録、新撰姓氏録、
小右記、江記、中右記、玉葉、
万葉集、袖中抄、土左日記、太平記、
出雲国風土記、石見国風土記、日本総国風土記、大和国風土記、伊賀国風土記、尾張国風土記、三河国風土記、
遠江国風土記、駿河国風土記、武蔵国風土記、常陸国風土記、近江国風土記、加賀国風土記、肥前国風土記、
民部省図帳、国図、越前国図、三河国図、
本草和名、医心方、和医方、
弁色立成、楊氏漢語抄、新撰字鏡、字書、字書解字注、字典、金光明最勝王経音義、和名抄、天文本和名抄、
拾芥抄、

古文尚書、儀礼、儀礼孔疏、周礼、周礼考工記、周礼司�氏注、周礼掌染草注疏、礼記、孔子家語致思篇、昏
礼鄭注、白虎通、山海経、孝経援神契、
玉篇、爾雅、爾雅集注、爾雅鄭璞注、爾雅疏、爾雅��疏、爾雅注、説文解字、徐鉉（説文）、説文主字注、広
雅、于禄字書、龍龕手鏡、正字通、通雅、康煕字典、
蒋魴切韻、唐韻、広韻、集韻、音義、慧琳音義、玄応音義、一切経音義、
陶隠居本草（神農本草経集注）、
漢書、漢書顔師古注、宋書符瑞志、周書、唐書、食通志、帝王世紀、孔晁国語註、
故唐律疏議、唐律、唐六典、開元礼、
論衡、文選、崔禹錫、

延喜式版本

延喜式写本
雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎

二
六



れ
て
い
る
の
は
巻
二
十
二
ま
で
で
あ
る
が
、
雲
州
本
で
は
、
林
本
は
巻
三
十
ま
で
、

京
本
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
貞
享
本
と
は
違
う
箇
所
で
用
い

て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
雲
州
本
は
独
自
に
両
本
を
参
照
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。一

方
で
、
勘
解
由
本
を
巻
三
十
七
で
京
本
か
ら
、
巻
三
十
九
で
貞
享
本
か
ら
引

用
し
て
い
る
。
ま
た
貞
享
本
か
ら
「
官
本
」（
巻
四
十
四
、
五
十
）、「
一
本
」（
巻

二
十
六
）
を
引
用
し
て
い
る
。
貞
享
本
自
体
で
は
、
こ
の
ほ
か
巻
四
十
一
で
も
多

く
「
官
本
」
を
使
用
し
て
い
る
が
、
雲
州
本
で
も
貞
享
本
所
引
と
明
記
せ
ず
に
「
官

本
」
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
勘
解
由
本
と
官
本
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

卜
部
本
、
兼
永
本
は
名
称
か
ら
す
る
と
、
卜
部
兼
永
書
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

貞
享
本
が
巻
九
・
十
で
使
用
す
る
「
兼
本
」
は
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
の
卜
部

兼
永
書
写
本
だ
と
さ
れ
、
神
名
式
諸
本
に
「
卜
本
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の

が
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）・
二
年
に
卜
部
兼
永
本
を
さ
ら
に
書
写
し
た
も
の
と

さ
れ（
１３
）
る
。
雲
州
本
で
は
巻
九
・
十
に
「
卜
部
本
」
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
れ
が
貞

享
本
の
「
兼
本
」、
諸
本
の
「
卜
本
」
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
雲
州
本
の
「
兼

永
本
」
は
、
巻
九
・
十
に
み
え
な
い
。
そ
れ
と
は
別
本
だ
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
貞
享
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
雲
州
本
も
貞

享
本
を
参
照
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
雲
州
本
は
貞
享
本
に
大
き
く

影
響
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
貞
享
本
の
伝
来
を
考
え
る
と
、
塙
保
己

一
の
関
係
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

雲
州
本
は
諸
本
と
の
校
合
の
ほ
か
に
、
六
国
史
な
ど
の
史
書
や
各
式
間
の
比
較

な
ど
を
通
じ
て
字
句
の
校
訂
を
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
多
く
の
辞
書
類
も
用
い

て
い
る
。
な
か
で
も
『
新
撰
字
鏡
』『
和
名
抄
』『
金
光
明
経
音
義
』『
本
草
和
名
』

が
中
心
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。「
楊
氏
漢
語
抄
」、「
漢
語
抄
」、「
弁
色
立
成
」
も
み

え
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
和
名
抄
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
逸
文
し
か
知
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
漢
籍
の
音
義
・
韻
書
で
あ
る
『
一
切
経
音
義
』『
玉
篇
』『
切

韻
』
な
ど
も
み
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
新
撰
字
鏡
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

『
本
草
和
名
』
は
、
雲
州
本
で
は
「
輔
仁
本
草
」「
輔
仁
和
名
」
な
ど
の
名
称
で

も
引
用
さ
れ
る
。
醍
醐
天
皇
の
勅
に
よ
り
深
根
輔
仁
が
撰
し
て
延
喜
十
八
年
（
九

一
八
）
こ
ろ
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
唐
代
に
成
立
し
た
『
新
修
本
草
』
の

薬
物
を
中
心
に
漢
名
和
名
を
考
証
し
た
辞
書
で
あ
る
。『
和
名
抄
』
に
も
多
く
引
用

さ
れ
て
い
る
が
、
長
ら
く
所
在
不
明
だ
っ
た
も
の
を
、
江
戸
幕
府
の
医
官
多
紀
元

簡
が
紅
葉
山
文
庫
の
中
か
ら
そ
の
古
写
本
を
見
出
し
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

に
刊
行
し（
１４
）
た
。

風
土
記
も
巻
九
・
十
を
中
心
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
古
代
の
出
雲
・

常
陸
・
肥
前
以
外
の
風
土
記
が
み
え
る
が
、
多
く
は
『
日
本
惣
国
風
土
記
』
に
拠
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
出
雲
国
風
土
記
は
、
す
で
に
千
家
俊
信
に
よ
っ
て
版
本
『
訂
正

出
雲
風
土
記
』
が
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
藍
川
慎

自
身
、『
出
雲
風
土
記
抄
』
を
所
持
し
て
い
た
。
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
桑

原
文
庫
）
の
『
出
雲
風
土
記
抄
』
望
月
家
旧
蔵
本
の
貞
巻
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書

が
み
え
る
。

右
四
本
以
茅
山
藍
氏
蔵
謄
写
于
臥
游
舎
南
窓
下

文
政
十
一
年
歳
戊
子
五
月
之
吉

望
重
煕

茅
山
藍
、
す
な
わ
ち
藍
川
慎
の
所
蔵
本
を
、
望
月
重
煕
が
文
政
十
一
年
五
月
に
書

写
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
望
月
重
煕
は
同
じ
く
藍
川
慎
の
『
茅
山
雑（
１５
）
筆
』
も
書

写
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
書
下
巻
の
奥
書
に

文
政
十
二
己
丑
年
秋
九
月
十
二
有
日
臥
游
亭
南
窓
下
臨
写

重
煕

と
み
え
る
。

社
会
文
化
論
集

第
十
一
号

二
〇
一
五
年
三
月

二
七



最
後
に
漢
籍
に
も
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
律
令
格
式
の
解
釈
に
は
定
番
だ
っ

た
唐
律
疏
議
・
唐
六
典
・
唐
開
元
礼
な
ど
唐
律
令
礼
関
係
書
や
、『
漢
書
』『
宋
書
』

『
周
書
』『
唐
書
』
な
ど
の
正
史
類
、『
周
礼
』『
礼
記
』『
古
文
尚
書
』『
孝
経
』
な

ど
の
経
書
類
の
ほ
か
に
、『
広
雅
』『
爾
雅
』『
龍
龕
手
鑑
』
な
ど
の
辞
書
、『
一
切

経
音
義
』
な
ど
の
音
義
、『
切
韻
』『
広
韻
』『
集
韻
』
な
ど
韻
書
を
多
用
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ（
１６
）
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
特
徴
の
背
景
を
、
校
訂
事
業
の
過
程
、
校
訂
者
藍
川
慎
の
学
問

を
通
じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二

校
訂
・
出
版
の
経
過
と
藍
川
慎

（
一
）
校
訂
と
出
版
の
経
過

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
二
月
付
の
松
江
藩
主
松
平
斉
貴
名
の
序
文
（
屋
代

弘
賢（
１７
）
書
）
に
記
す
校
訂
、
出
版
の
経
過
の
お
お
よ
そ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

先
代
藩
主
松
平
斉
恒
が
塙
保
己
一
に
依
頼
し
て
校
訂
を
開
始
し
た
が
、
塙
保
己

一
、
斉
恒
が
相
次
い
で
死
去
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
藩
士
の
藍
川
慎
が
継
承
し
て

校
訂
を
続
け
た
。
そ
の
間
に
江
戸
藩
邸
が
焼
失
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
時
中
断
し

た
が
、
七
年
を
要
し
て
や
っ
と
完
成
し
、
出
版
に
至
っ
た
。

文
政
十
一
年
か
ら
七
年
さ
か
の
ぼ
っ
た
文
政
四
年
に
校
訂
事
業
が
始
ま
っ
た
こ

と
に
な
る
。
実
際
に
、
文
政
四
年
正
月
に
は
藩
内
の
郷
村
に
対
し
て
延
喜
式
の
写

本
・
版
本
の
調
査
、
収
集
を
命
じ
て
い（
１８
）
る
。
校
訂
に
必
要
な
諸
本
を
郷
村
レ
ベ
ル

に
至
る
ま
で
捜
索
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
郷

村
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
延
喜
式
な
ど
の
古
典
籍
が
存
在
し
得
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
興
味
深（
１９
）
い
。

塙
保
己
一
は
、
文
政
四
年
正
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
京
都
に
い
た
。
江
戸
に
帰
っ

て
ま
も
な
い
八
月
十
八
日
に
病
に
倒
れ
、
九
月
十
八
日
に
七
六
歳
で
死
去
し
て
い

る
が
、
そ
の
死
は
一
年
間
伏
せ
ら
れ（
２０
）
た
。
松
平
斉
恒
も
文
政
五
年
三
月
に
死
去
し
、

子
斉
貴
が
八
歳
で
襲
封
し
た
。
こ
の
よ
う
に
作
業
開
始
す
ぐ
に
中
心
人
物
が
相
次

い
で
死
去
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

で
は
塙
保
己
一
の
関
与
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
章
で
指
摘
し
た

よ
う
に
、
雲
州
本
の
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
貞
享
本
の
影
響
が
大
き
い
。
宮
内
庁
書

陵
部
所
蔵
の
貞
享
本
は
和
学
講
談
所
、
塙
保
己
一
旧
蔵
本
だ
っ
た
。
ま
た
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
に
は
塙
保
己
一
旧
蔵
の
「
塙
本
」
も
現
存
す（
２１
）
る
。
塙
保
己
一
周
辺

で
数
種
の
延
喜
式
写
本
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

塙
保
己
一
は
そ
れ
以
前
か
ら
松
江
藩
松
平
家
と
関
係
が
あ
り
、
文
政
元
年
十
月

に
「
雲
州
侯
筆
塚
の
記
」
を
記
し
て
、
松
平
斉
恒
が
そ
の
五
月
に
死
去
し
た
前
藩

主
松
平
治
郷
の
墓
の
側
に
筆
塚
を
作
り
顕
彰
し
た
こ
と
を
讃
え
て
い（
２２
）
る
。

ま
た
屋
代
弘
賢
日
記
『
水
馬
掌
録
』
文
政
五
年
（
一
八
二
三
）
七
月
四
日
条
に

は
、「
雲
州
故
太
守
遺
物
利
休
茶
器
一
口
賜
。
藍
川
玄
慎
持
参
」
と
あ（
２３
）
り
、
藍
川
慎

が
屋
代
弘
賢
の
も
と
を
訪
れ
、
三
月
に
死
去
し
た
松
平
斉
恒
遺
物
の
利
休
茶
器
一

口
を
持
参
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

屋
代
弘
賢
は
塙
保
己
一
の
門
弟
で
群
書
類
従
の
出
版
を
援
助
し
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
周
辺
で
も
早
い
段
階
か
ら
延
喜
式
校
合
の
会
が
催
さ
れ

て
い
た
。
た
と
え
ば
屋
代
弘
賢
日
記
『
池
底
の
玉（
２４
）
藻
』
に
よ
れ
ば
、
天
明
九
年
（
寛

政
元
年
、
一
七
八
九
）
二
月
十
三
日
、
三
月
十
三
日
に
塙
亭
で
、
四
月
八
日
に
は

山
本
亭
で
延
喜
式
校
合
の
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
寛
政
七
年
に
塙
保
己
一
に
よ
っ
て
和
学
講
談
所
が
設
立
さ
れ
る
が
、

そ
の
設
立
願
書
に
は
歴
史
・
律
令
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
、
延
喜
式
の
ほ
か
古
事
記
・

六
国
史
・
令
義
解
・
類
聚
三
代
格
な
ど
三
三
書
目
の
会
読
・
校
正
を
あ
げ（
２５
）

る
。
寛

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎

二
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政
十
一
年
に
、
そ
の
う
ち
の
歴
史
・
律
令
関
係
十
三
書
目
の
出
版
を
塙
保
己
一
は

幕
府
に
申
請
す
る
が
、
延
喜
式
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
塙
保
己
一
の
生
前

に
刊
行
で
き
た
の
は
、
令
義
解
（
寛
政
十
一
年
刊
）・
百
錬
抄
（
享
和
三
年
（
一
八

〇
三
）
刊
）・
扶
桑
略
記
（
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
刊
）
の
三
書
目
の
み
で
あ

（
２６
）
る
。
塙
保
己
一
と
し
て
は
、
計
画
に
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
延
喜
式
の
出
版
を
実
現

す
る
た
め
に
、
松
江
藩
と
と
も
に
事
業
化
を
図
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
藍
川
慎
の
経
歴

で
は
塙
保
己
一
死
後
、
校
訂
を
担
っ
た
藍
川
慎
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
経
歴
は
松
江
藩
の
『
列
士（
２７
）
録
』
と
、
多
数
残
さ
れ
て
い
る
著
述
の
識

語
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
３
に
整
理
し
て
み
た
。

『
列
士
録
』
で
は
藍
川
玄
慎
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
新（
２８
）
吾
と
も
い
う
。
松
江
藩

医
師
初
代
藍
川
通
青
の
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
生
年
は
不
明
。
父
通
青
は
、

下
総
生
ま
れ
で
明
和
六
年
（
一
七
七
七
）
に
医
師
と
し
て
松
江
藩
に
召
し
抱
え
ら

れ
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
死
去
し
て
い
る
。
兄
が
二
代
目
通
青
を
継
い
だ
。

早
く
躋
寿
館
・
医
学
館
の
講
師
で
考
証
医
学
者
の
目
黒
道
琢
に
学（
２９
）
び
、
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
七
月
か
ら
同
二
年
二
月
ま
で
は
長
崎
に
留
学
し
、
唐
医
王
亀
新
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
こ
れ
ら
が
そ
の
後
の
学
問
形
成
に
大
き
く
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

長
崎
か
ら
江
戸
に
も
ど
っ
た
直
後
、
文
化
二
年
四
月
に
医
師
と
し
て
十
人
扶
持
で

新
知
さ
れ
、
江
戸
藩
邸
詰
で
御
子
様
（
斉
恒
）
方
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
文
化
三
年
三
月
、
斉
恒
が
藩
主
を
襲
封
す
る
直
前
に
表
側
医
に
任
じ

ら
れ
、
以
後
斉
恒
の
側
医
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。
斉
恒
の
下
向
に
従
っ
て

文
化
十
一
年
三
月
ま
で
延
べ
三
回
、
三
年
ほ
ど
松
江
で
の
勤
務
も
経
験
し
て
い
る
。

そ
れ
以
降
松
江
下
向
が
な
く
な
る
の
は
、
文
化
十
二
年
三
月
に
生
ま
れ
た
斉
貴
付

き
を
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
四
月
に
病
で
死
去
す
る
松
平

治
郷
の
治
療
に
も
か
か
わ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
文
政
元
年
に
斉
恒
の
求
め
で
『
搏
桑
果
図
考
』
を
著
し（
３０
）
た
の
を
皮
切
り
に
、

多
数
の
学
問
的
成
果
を
著
述
し
て
い
く
。
著
述
年
代
の
わ
か
る
も
の
の
み
を
掲
げ

る
と
、
延
喜
式
校
訂
中
の
文
政
七
年
に
『
姓
氏
一
覧
』
の
稿
を
書
き
上
げ
、
延
喜

式
完
成
後
の
文
政
十
三
年
（
天
保
元
年
）
四
月
に
藩
主
斉
貴
に
献
上
す（
３１
）
る
。
ま
た

延
喜
式
完
成
と
ほ
ぼ
同
時
の
文
政
十
一
年
に
『
聊
�
録
』『
大
同
類
聚
方
窃
疑
』
を

著
し
て
い（
３２
）
る
。
前
述
の
よ
う
に
文
政
十
二
年
に
は
望
月
重
煕
に
よ
っ
て
『
茅
山
雑

筆
』
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
は
十
一
月
に
『
康
頼
本（
３３
）
草
』、

十
二
月
に
『
査
苞
本
朝
医
伝
（
茅
山
査（
３４
）
苞
）』、
天
保
三
年
〜
四
年
に
は
『
茅
山
査

（
３５
）
苞
』
を
矢
継
ぎ
早
に
著
し
て
い
る
。
そ
の
後
天
保
七
年
・
九
年
に
は
藩
の
書
物
写

を
命
じ
ら
れ
、
褒
賞
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の
天
保
八
年
に
は
『
穴
名
捜

（
３６
）
捷
』、
九
年
に
は
『
太
素
経
攷（
３７
）
異
』、
十
年
に
は
『
参
攷
挨
穴（
３８
）
編
』
を
著
し
て
い
る
。

こ
の
天
保
年
間
は
医
薬
書
の
校
勘
や
考
証
に
集
中
し
た
時
期
だ
っ
た
。
そ
し
て
天

保
十
三
年
七
月
二
十
一
日
、
江
戸
で
死
去
し
た
。

表
４
に
示
し
た
よ
う
に
藍
川
慎
の
著
述
は
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
自
筆
本
で
、

写
本
と
し
て
流
布
し
た
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
、
延
喜
式
の
校
訂
と
直
接
関
係

す
る
も
の
、
式
内
社
や
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
考
証
な
ど
国
学
と
接
点
を
も
つ
も
の
、

幕
末
維
新
期
の
考
証
医
学
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
も
の
、
な
ど
注
目
す
べ
き
点

が
あ
る
。
次
に
そ
れ
を
検
討
し
た
い
。

三

藍
川
慎
の
学
問

（
一
）
古
代
氏
族
と
式
内
社
の
考
証

延
喜
式
校
訂
と
な
ら
ん
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
『
姓
氏
一
覧
』
と
『
雲
州
式

社
会
文
化
論
集

第
十
一
号

二
〇
一
五
年
三
月

二
九



表３ 藍川慎年譜

出 典
『列士録』

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃
『姓氏一覧』序文
『列士録』
『延喜式』序文
『聊�録』識語
望月家旧蔵本『出雲風土記
抄』奥書

『列士録』
『大同類聚方窃疑』序文
『茅山雑筆』下巻奥書
『列士録』

〃
『康頼本草』序文
『査苞本朝医伝』奥書
『茅山査苞』奥書

〃
『列士録』

〃
『穴名捜捷』奥書

〃
『列士録』
『太素経攷異』
『参攷挨穴編』序文
『列士録』

事 項
武蔵（江戸）で生まれる。
唐医学胡亀新について医学を学ぶことを願い出て認められ、長崎へ出立。
江戸にもどる。
１０人扶持、医師に任じられ、御子様（斉恒）方を命じられる。
御番皆勤により褒賞され、藩主治郷より目録を下賜される。
表側医格に任じられる。
斉恒、家督を相続。
藩主斉恒に従い、松江下向。
藩主斉恒に従い、江戸帰着。
匙を命じられる。
藩主斉恒に従い、松江下向。
側医に任じられる。
２５人扶持。
藩主斉恒に従い、江戸帰着。
藩主斉恒に従い、松江下向。
藩主斉恒に従い、江戸帰着。
御出生様（斉貴）の匙を命じられる。
奥女中懐胎につき、診察、参婦御用等命じられる。
病気により、縮帷子を下賜される。
姫誕生につき３００疋下賜される。
斉貴の御匙を命じられる。
８０石。
治郷の病中の働きにより、銀３枚下賜される。（治郷は４月２４日死没）
『搏桑果図考』の自序を書く。
延喜式の校訂・出版事業開始。

格式組外に任じられ、２０石加増。側医を免じられる。
斉恒病中の働きにより、２０００疋下賜。（斉恒は３月２１日死没）

斉恒遺物の小袖を下賜される。
『姓氏一覧』の序文を書く。
斉恒の生存中の容態伺いにより、銀２枚下賜される。
『延喜式』序文なる。
『聊�録』の識語を書く。
望月重煕、藍川慎所持の『出雲風土記抄』を書写する。

延喜式の校合が完成、出版、献上され、加米１０俵、銀２０枚下賜される。
『大同類聚方窃疑』序文を書く。
望月重煕、『茅山雑筆』を書写する。
持病により剃髪。
『姓氏一覧』を献上、１０００疋を下賜される。
『康頼本草』の序文を書く。
『査苞本朝医伝』の編著終了。
このころ『茅山査苞』の編著を開始。
『茅山査苞』の編著終了。
書物写を命じられ、精勤により、褒賞５００疋下給される。
書物写を命じられ、精勤により、褒賞５００疋下給される。
『穴名捜捷』上巻、成る。
『穴名捜捷』下巻、成る。
書物写を命じられ、精勤により、褒賞５００疋下給される。
『太素』の校勘、『太素経攷異』を著す。
『参攷挨穴編』序文を書く。
武蔵（江戸）で死没。

月．日
？
７．
２．
４．
１２．２９
３．７
３．１１
５．
４．
４．
５．
６．
１０．１
３．
６．
３．
１．２６
３．１
６．１７
５．１８
６．２８
１２．２７
７．２９
冬
この年

５．２３

７．４
８．１６
５．７
２．
３．

５．

８．５
１０．
９．１３
２．５
４．２２
１１．
１２．１９
２．
３．
７．３
１２．２３
１１．２５
１２．８
７．１０
この年
１．
７．２１

和暦（西暦）
？
文化元（１８０４）

２（１８０５）

３（１８０６）

４（１８０７）
５（１８０８）
６（１８０９）

７（１８１０）
１０（１８１３）
１１（１８１４）
１２（１８１５）

１３（１８１６）
１４（１８１７）

文政元（１８１８）

４（１８２１）

５（１８２２）

７（１８２４）
１０（１８２７）
１１（１８２８）

１２（１８２９）
１３（１８３０）

天保２（１８３１）

３（１８３２）
４（１８３４）
７（１８３６）

８（１８３７）

９（１８３８）

１０（１８３９）
１３（１８４２）

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎

三
〇



社
集
説
』
で
あ
る
。

（
１
）『
姓
氏
一
覧
』
―
古
代
氏
族
の
考
証

『
姓
氏
一
覧
』
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
記
載
の
各
氏
族
を
第
一
字
の
画
数
順
に
配
列

し
、
国
史
か
ら
関
連
記
事
を
抜
粋
し
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
と

り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な（
３９
）
い
。

『
新
撰
姓
氏
録
』
は
、
近
世
に
お
い
て
も
古
代
氏
族
の
基
本
文
献
と
し
て
、
寛
文

八
年
（
一
六
六
八
）
の
白
井
宗
因
本
以
来
多
く
の
版
本
が
出
版
さ
れ
、
ま
た
諸
本

の
校
合
、
校
訂
な
ど
も
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
以
来
国

史
の
氏
族
記
事
の
収
集
、
引
用
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
国
学
者
の
主
要
な
研
究

対
象
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
た
。
氏
族
名
を
五
十
音
順
に
配
列
し
直
し
た
も
の
と

し
て
は
本
居
宣
長
の
『
姓
氏
録
目
録
』
が
あ
り
、
国
史
の
氏
族
関
係
記
事
を
各
氏

族
ご
と
に
記
し
た
も
の
と
し
て
も
内
山
真
龍
の
『
新
撰
姓
氏
録
註
』（
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
成
立
）
が
あ
る
。
と
く
に
後
者
は
便
利
な
書
と
し
て
伴
信
友
、
上
田

百
樹
ら
が
借
用
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

に
も
氏
族
別
に
古
事
記
や
六
国
史
か
ら
資
料
を
あ
げ
自
説
を
加
え
た
細
井
貞
雄
の

『
姓
氏
考
』
が
刊
行
さ
れ
て
い（
４０
）
る
。
こ
れ
ら
国
学
者
の
新
撰
姓
氏
録
研
究
と
ど
の
よ

う
な
関
わ
り
を
も
つ
の
か
は
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
だ
が
、
氏
族
名
を
五
十

音
順
や
イ
ロ
ハ
順
で
は
な
く
、
漢
字
第
一
字
の
画
数
順
に
配
列
す
る
と
い
う
点
に
、

異
な
っ
た
特
徴
を
み
て
と
れ
る
。

『
姓
氏
一
覧
』
編
纂
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
八
月

十
六
日
付
の
藍
川
慎
の
序
文
に
、
新
撰
姓
氏
録
の
氏
族
を
検
索
し
や
す
い
よ
う
に

と
松
平
斉
恒
に
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
斉
恒
が
死
去
し
て
し
ま
っ
た
た
め

に
中
断
し
三
年
が
過
ぎ
た
。
命
を
思
い
起
こ
し
、
諸
本
を
対
校
し
て
、
第
一
字
の

画
数
順
に
氏
族
名
を
配
列
し
、
国
史
の
記
事
も
集
め
草
稿
を
完
成
さ
せ
た
。
墓
前

表４ 藍川慎著作
備考
池底叢書８
玉�２９、神祇全書５所収

自筆
望月重煕写

自筆
自筆稿本
自筆
自筆
自筆稿本

山田業広鈔写

自筆か
読甲乙経丙巻要略の附録
臨床鍼灸古典全書３６所収
自筆
臨床鍼灸古典全書３６所収
臨床鍼灸古典全書４１所収
嘉永４書写
臨床鍼灸古典全書３１所収
臨床鍼灸古典全書３１所収

書写年代不明
臨床鍼灸古典全書３１所収
故宮珍蔵中医名著三十四種所収

所蔵
宮内庁書陵部
無窮会（神習文庫）
国立公文書館（内閣文庫）
無窮会（神習文庫）
静嘉堂文庫
西尾市岩瀬文庫
無窮会（神習文庫）
島根大学附属図書館（桑原文庫）
都立中央図書館（加賀文庫）
慶應義塾図書館（魚菜文庫）
杏雨書屋
無窮会（神習文庫）
無窮会（神習文庫）
無窮会（神習文庫）
無窮会（神習文庫）
大東急記念文庫
九州大学附属図書館
杏雨書屋
京都大附属図書館（富士川文庫）
早稲田大学附属図書館
無窮会（神習文庫）

台北故宮博物院

東北大学附属図書館（狩野文庫）
台北故宮博物院
杏雨書屋

東京大学附属図書館

京都大学附属図書館（富士川文庫）

京都大学附属図書館（富士川文庫）

台北故宮博物院
京都大学附属図書館（富士川文庫）

冊数

１冊

１３巻首１巻１４冊
１３巻首１巻３冊
１３巻首１巻５冊
１３巻首１巻１４冊
１冊
３冊

１冊

２冊
２０巻４冊
３冊
６冊
１９冊
１冊
１冊
１冊
１冊

１冊

２冊
１冊
２冊

２冊

２冊

２冊

９冊
１冊

成立年

文政７序

天保２

文政元序

文政１１

天保３・４

文政１１
文政１３跋
文政１３跋

天保９

寛政９成立
天保１０序

天保８

天保１１

著者名

原�

藍川慎

藍川慎
源管占

藍川�序
源管占跋

藍川慎
原藍泉、原�
藍川慎
茅山堂主人藍川慎
藍川慎
藍川慎
藍川慎
茅山堂主人藍川慎

藍川慎

藍川慎
藍川慎校
藍川慎
驪忠恕撰
藍川慎校

藍川慎新吾輯
藍川春分卿校

藍川慎
原�

表題

雲州式社集説

姓氏一覧

査苞本朝医伝（茅山査苞）
茅山雑筆

搏桑果図考

聊�録
和名抄考文（査苞和名考）
査苞和名考（査苞）
康頼本草
茅山査苞
大同類聚方攷異
大同類聚方窃疑
外台秘要方藍川標記
外台秘要方読

読骨度篇

太素経攷異
読甲乙経丙巻要略
鍼灸甲乙経穴主治

参攷挨穴編

穴名捜捷（茅山査苞之一）

読肘後方
茅山夷水筆記

１

２

３
４

５

６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４

１５

１６
１７
１８

１９

２０

２１
２２

社
会
文
化
論
集

第
十
一
号

二
〇
一
五
年
三
月

三
一



に
捧
げ
た
い
が
、
校
正
す
る
者
が
い
な
い
。
校
正
を
経
ず
に
公
に
は
で
き
な
い
の

で
、
序
は
記
す
が
公
表
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
、
と
記
さ
れ
て
い（
４１
）
る
。
跋
文
に

は
、
延
喜
式
校
訂
が
終
わ
っ
た
後
の
桂
川
静
に
よ
る
校
訂
、
浄
書
と
藩
主
へ
の
献

上
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
列
士
録
』
に
「
文
政
十
三
庚
寅
年
四
月
廿
二
日
、

著
述
之
姓
氏
一
覧
差
上
段
神
妙
ニ
被

思
召
付
於
御
次
御
目
録
千
疋
被
下
之
」
と

あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
。

現
在
『
姓
氏
一
覧
』
の
写
本
は
国
立
公
文
書
館
・
無
窮
会
神
習
文
庫
・
静
嘉
堂

文
庫
・
西
尾
市
立
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
四
点
を
確
認
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
も
こ

の
序
は
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
岩
瀬
文
庫
本
の
み
「
藍
川
�
謹
輯
、
桂
川
静

謹
校
」
と
併
記
す
る
が
、
跋
文
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
他
の
三
本
に
は
「
桂

川
静
謹
校
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
わ
り
に
、
跋
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
国

立
公
文
書
館
本
と
無
窮
会
本
に
は
「
大
学
蔵
書
」「
浅
草
文
庫
」
の
印
が
あ
る
の

（
４２
）
で
、
昌
平
坂
学
問
所
後
身
の
「
大
学
」（
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
二
月
〜
四
年

七
月
）
の
所
蔵
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か（
４３
）
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本
に

は
そ
れ
ら
の
印
は
な
い
が
、
国
立
公
文
書
館
本
・
無
窮
会
本
と
筆
跡
も
各
丁
の
体

裁
も
同
一
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
無
窮
会
本
は
三
冊
、
静
嘉
堂
文
庫
本
は
五
冊

に
合
冊
し
て
あ
る
。
松
平
斉
貴
献
上
本
と
は
別
に
、
同
一
人
物
に
よ
っ
て
同
時
に

複
数
浄
書
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
岩
瀬
文
庫
本
は
、
三

本
と
は
体
裁
も
筆
跡
も
や
や
異
な
っ
て
お
り
、
跋
も
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
別
系
統

の
写
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）『
雲
州
式
社
集
説
』
―
式
内
社
の
考
証

『
雲
州
式
社
集
説
』
は
原
�
の
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
原
�
と
は
藍
川
慎
の
こ
と

で
あ
る
。
�
は
慎
の
古
字
で
あ
り
、
原
�
（
げ
ん
し
ん
）
は
玄
慎
（
げ
ん
し
ん
）

に
通
じ
る
。『
搏
桑
果
図
考
』
で
は
序
が
藍
川
�
、
跋
が
源
管
占
と
な
っ
て
い
る
。

『
夷
水
筆（
４４
）
記
』、
で
は
内
題
「
夷
水
筆
記
」
の
下
に
「
原
�
記
」
と
記
し
、「
夷
水
」

に
「
茅
山
」
と
傍
書
し
て
い
る
。『
康
頼
本
草
』
や
『
外
台
秘
要
方
藍
川
標
記
』
で

は
、「
茅
山
堂
主
人
藍
川
慎
」
と
す
る
よ
う
に
「
茅
山
」
と
も
称
し
、
著
述
の
多
く

に
「
茅
山
査
苞
」
と
名
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、「
藍
川
�
」「
原

�
」「
源
管
占
」「
茅
山
」
い
ず
れ
も
藍
川
慎
（
藍
川
玄
慎
）
の
こ
と
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

さ
て
内
容
で
あ
る
が
、
出
雲
国
式
内
社
の
比
定
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
式
内

社
を
含
む
風
土
記
社
の
比
定
は
す
で
に
『
出
雲
風
土
記
抄
』
で
も
行
っ
て
い
る
が
、

各
社
の
所
在
郷
村
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
部
分
も
多
か
っ
た
。『
雲
州
式
社
集

説
』
で
は
踏
み
込
ん
で
多
く
の
式
内
社
に
つ
い
て
見
在
す
る
神
社
へ
の
対
応
を
試

み
て
い
る
。
藍
川
慎
が
『
出
雲
風
土
記
抄
』
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
指
摘

し
た
が
、『
雲
州
式
社
集
説
』
で
も
同
書
の
記
述
を
前
提
と
し
て
い
る
部
分
が
少
な

く
な
い
。
た
と
え
ば
意
宇
郡
の
「
布
吾
彌
」
神
社
に
つ
い
て
「
湯
村
ノ
社
ト
云
、

不
レ

詳
」
と
記
す
が
、『
出
雲
風
土
記
抄
』
の
「
布
吾
弥
社
モ
亦
同
郷
湯
村
ニ
在
リ
」

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

し
か
し
『
雲
州
式
社
集
説
』
の
式
内
社
名
に
は
、
た
と
え
ば
雲
州
本
延
喜
式
で

意
宇
郡
の
「
志
保
美
」
神
社
と
す
る
も
の
が
「
志
保
見
」、
島
根
郡
の
「
河
上
」
神

社
が
『
出
雲
風
土
記
抄
』
と
同
じ
「
川
上
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
雲
州
本
延

喜
式
と
異
な
っ
た
表
記
が
少
な
か
ら
ず
み
え
る
。『
出
雲
風
土
記
抄
』
で
は
前
者
を

「
斯
保
弥
」
社
と
し
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
『
出
雲
風
土
記
抄
』
の
表
記
に
従
っ
た

も
の
で
も
な
く
、「
塩
見
明
神
」、「
川
上
明
神
」
な
ど
比
定
候
補
に
あ
げ
ら
れ
た
見

在
社
名
な
ど
に
引
か
れ
た
表
記
を
採
用
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
く
の
諸
書
を
引
用
し
つ
き
あ
わ
せ
て
校
勘
、
考
証
す
る
雲

州
本
や
藍
川
慎
の
他
の
著
述
と
は
異
な
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎

三
二



『
雲
州
式
社
集
説
』
の
序
文
で
も

此
ニ
集
ル
者
先
輩
ノ
説
、
或
社
家
者
流
ノ
云
所
、
又
村
翁
野
老
之
口
碑
ニ
出

ル
耳
、
近
来
千
家
清
主
式
社
考
述
ス
ト
聞
ト
モ
未
レ

見
レ

之
、
此
州
中
比
尼
子

氏
ノ
盛
成
ニ
当
、
神
職
有
勢
之
者
ハ
、
兵
ニ
将
ト
シ
テ
奔
走
、
微
者
ハ
耨
耜

ニ
労
、
南
郡
之
社
ハ
城
塁
ノ
為
ニ
毀
移
、
北
郡
ハ
導
水
ノ
為
ニ
江
湖
変
レ

田
、

丘
陵
為
レ

川
、
転
々
不
レ

可
レ

知
者
多
、
今
輯
者
モ
亦
不
無
疑
、
他
日
考
正
了
、

原
�

と
記
し
、
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
。「
千
家
清
主
式
社
考
述

ス
」
と
あ
る
の
は
、
千
家
俊
信
が
『
出
雲
国
式
社
考
』
を
記
し
た
こ
と
を
指
し
て

い
る
。『
出
雲
国
式
社
考
』
は
千
家
俊
信
が
早
い
段
階
で
記
し
て
お
り
、
そ
の
噂
も

広
ま
っ
て
い
た
が
、
秘
さ
れ
て
公
表
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
俊
信
の
死

去
か
ら
十
二
年
後
の
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
岩
政
信
比
古
に
よ
っ
て
よ
う

や
く
紹
介
さ
れ（
４５
）
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
藍
川
慎
は
松
江
に
は
三
度
、
三
年
間

の
滞
在
経
験
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
千
家
俊
信
が
式
内
社
の
考
証
を
し

て
い
る
情
報
は
得
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
『
雲

州
式
社
集
説
』
を
著
述
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
も
不
十
分
さ
を
自
覚
し
、
後
日
の

更
な
る
考
証
を
課
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
関
連
し
て
前
掲
の
『
茅
山
雑
筆
』
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
出
雲
国
司
、

出
雲
国
造
、
中
世
出
雲
国
の
人
物
、
出
雲
国
の
名
所
を
詠
ん
だ
和
歌
を
古
典
籍
か

ら
収
集
し
て
記
載
し
た
も
の
で
、
資
料
収
集
ノ
ー
ト
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

出
雲
の
歴
史
を
神
話
・
伝
説
の
解
釈
や
俗
説
で
は
な
く
、
史
料
に
基
づ
い
て
考
証

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た

著
述
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
二
）
本
草
書
と
辞
書
の
考
証

次
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
本
草
書
や
辞
書
の
考
証
で
あ
る
。

ま
ず
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
松
平
斉
恒
の
命
に
よ
っ
て
『
搏
桑
果
図
考
』

を
著
し
て
い
る
。
本
多
忠
憲
が
唐
菓
子
の
故
実
な
ど
に
つ
い
て
文
化
五
年
（
一
八

〇
八
）
に
著
し
た
『
搏
桑
果
』
の
図
に
、『
和
名
抄
』
な
ど
諸
書
を
引
用
し
て
考
証
、

解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
始
ま
っ
た
延
喜
式
の
校
訂
の
な
か
で
深
め
ら
れ
た
学
問
的
成
果
が
『
査

苞
和
名
考
』『
康
頼
本
草
』『
聊
�
録
』『
和
名
抄
考
文
』『
茅
山
査
苞
』
で
あ
る
。

『
康
頼
本
草
』（
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
）
は
、
平
安
中
期
の
丹
波
康
頼
に
仮
託

さ
れ
て
後
世
に
成
立
し
た
『
康
頼
本（
４６
）
草
』
の
校
訂
書
で
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

十
一
月
付
の
次
の
よ
う
な
跋
文
を
附
し
て
い
る
。

予
校
典
薬
式
之
日
、
旁
及
此
書
。
如
其
序
跋
、
文
不
成
語
、
意
不
可
迎
焉
。

所
引
諸
家
文
、
亦
誤
脱
不
為
少
。
随
校
随
正
、
刪
補
遂
成
。
廼
目
以
校
注
云
。

天
保
辛
卯
仲
冬
。
茅
山
堂
主
人
藍
川
慎
識
。

延
喜
式
典
薬
寮
の
校
訂
を
す
る
と
き
に
こ
の
書
を
み
た
が
、
文
意
の
不
明
な
点
、

引
用
さ
れ
た
諸
書
の
文
の
誤
脱
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
校
訂
し
た
も
の
だ
と

す
る
。
雲
州
本
の
考
異
に
は
『
康
頼
本
草
』
は
み
え
な
い
。
実
際
に
問
題
が
多
か
っ

た
の
で
使
用
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
査
苞
和
名
考
』（
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
）
は
乾
・
坤
の
二
冊
と
目
録
一
冊
の

全
三
冊
で
、『
本
草
和
名
』『
医
心
方
』『
医
略
抄
』『
康
頼
本
草
』『
新
撰
字
鏡
』『
大

同
類
聚
方
』『
千
金
方
』
な
ど
の
辞
書
・
医
薬
書
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
各
部
に
分

類
し
た
和
名
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
文
や
跋
文
が
附
さ
れ
て
お
ら
ず
成
立

時
期
は
不
明
で
あ
る
。

『
聊
�
録
』（
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
）
は
『
新
撰
字
鏡
』
の
考
証
で
あ
る
。
文
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政
十
一
年
三
月
付
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
序
文
で
『
新
撰
字
鏡
』
が
「
其

の
抄
書
た
る
は
明
ら
か
な
り
」
と
す
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
近
世
に
流
布
し
た
抄

本
の
刊
本
を
使
用
し
て
い
る
。『
新
撰
字
鏡
』
は
雲
州
本
の
考
異
に
も
多
く
み
え
る
。

雲
州
本
の
刊
行
と
ほ
ぼ
同
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
延
喜
式
校
訂

作
業
の
な
か
で
、『
新
撰
字
鏡
』
そ
の
も
の
に
対
し
て
も
考
証
を
加
え
て
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

『
和
名
抄
考
文
』（
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
）
は
表
題
の
と
お
り
『
和
名
抄
』
の

字
句
を
諸
本
と
校
勘
し
、
藍
川
慎
の
説
を
加
え
た
も
の
。
全
四
冊
だ
が
、
全
丁
そ

れ
ぞ
れ
台
紙
に
張
り
付
け
る
修
補
を
ほ
ど
こ
し
て
あ
る
。
序
文
や
跋
文
は
附
さ
れ

て
お
ら
ず
、
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
雲
州
本
の
版
下
原
稿
が
反
故
紙
と
し
て

表
紙
の
裏
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
文
政
十
一
年
以
降
と
み
て
よ

い
。
残
さ
れ
て
い
る
版
下
原
稿
は
、
各
冊
二
枚
、
計
八
枚
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
巻

四
伊
勢
大
神
宮
の
一
部
で
、
訂
正
が
入
っ
て
お
り
、
訂
正
結
果
が
刊
行
さ
れ
た
も

の
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
を
訂
正
し
書
き
直
し
た
も
の
が
実
際
の
版
下
と
し
て

使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
和
名
抄
』
も
雲
州
本
の
考
異
に
は
多
数
み
え
る
の
で
、

延
喜
式
校
訂
の
過
程
で
『
和
名
抄
』
自
体
に
も
考
証
を
加
え
、
雲
州
本
完
成
後
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
茅
山
査
苞
』（
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
）
は
『
本
草
綱
目
』
に
み
え
る
各
項
目

を
抜
粋
し
て
諸
書
を
引
用
し
て
考
証
し
た
も
の
で
、
全
十
六
冊
で
あ
る
。『
本
草
綱

目
』
は
雲
州
本
の
考
異
に
は
み
え
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
天
保
三
〜
四
年
に
執
筆

し
て
い
る
の
で
、
延
喜
式
校
訂
に
付
随
し
た
成
果
を
ま
と
め
た
後
、
後
述
す
る
漢

方
医
薬
書
の
考
証
と
あ
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
医
学
・
鍼
灸

三
つ
め
は
和
漢
の
医
薬
書
・
鍼
灸
書
の
校
勘
、
考
証
で
、
医
師
・
考
証
医
学
者

と
し
て
の
藍
川
慎
の
本
業
と
い
え
る
著
述
群
で
あ
る
。
和
方
の
『
大
同
類
聚
方
』

お
よ
び
漢
方
の
『
外
台
秘
要
方
』『
黄
帝
内
経
』『
鍼
灸
甲
乙
経
』『
肘
後
備
急
方
』

な
ど
の
考
証
で
あ
る
。

（
１
）『
大
同
類
聚
方
』
の
考
証

『
大
同
類
聚
方
』
は
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
に
平
城
天
皇
の
命
で
、
出
雲
広
貞
・

安
倍
真
直
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
和
方
薬
集
成
書
で
、
国
造
・
県
主
・
稲
置
・

別
首
な
ど
諸
氏
族
や
諸
国
の
神
社
に
伝
来
す
る
薬
方
を
収
集
し
類
別
し
た
も
の
で

あ
る
。
全
百
巻
と
し
て
撰
進
さ
れ
た
が
散
逸
し
、
近
世
に
は
一
部
が
種
々
の
異
伝

本
と
し
て
流
布
し
た
。
佐
藤
方
定
が
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
『
奇（
４７
）
魂
』
で
偽

書
説
を
提
起
し
、
医
史
学
の
富
士
川
游
、
歴
史
学
の
和
田
英
松
ら
に
よ
っ
て
継
承

さ（
４８
）
れ
、
近
世
の
伝
本
を
、
偽
書
あ
る
い
は
後
世
の
仮
託
本
と
み
る
こ
と
が
定
説
化

し
て
い（
４９
）
る
。

藍
川
慎
も
疑
義
を
抱
き
、
諸
本
間
で
の
異
同
を
記
し
た
『
大
同
類
聚
方
攷
異
』

（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）、
記
載
事
項
を
考
証
し
た
『
大
同
類
聚
方
窃
疑
』

（
杏
雨
書
屋
所
蔵
）
を
著
述
し
て
い
る
。『
大
同
類
聚
方
窃
疑
』
は
、
文
政
十
一
年

十
月
付
の
序
が
附
さ
れ
、「
藍
川
慎
輯
、
桂
川
静
校
」
と
す
る
。
冒
頭
の
上
表
お
よ

び
編
者
出
雲
広
貞
に
つ
い
て
の
考
証
、
つ
い
で
神
社
人
名
部
、
人
名
部
、
薬
物
部

で
構
成
さ
れ
る
。
神
社
人
名
部
、
人
名
部
と
も
に
薬
の
所
伝
と
か
か
わ
っ
て
記
さ

れ
て
い
る
諸
神
社
や
人
名
の
一
部
を
抜
粋
し
て
延
喜
式
や
国
史
記
事
な
ど
と
対
応

さ
せ
考
証
し
て
い
る
。
薬
物
部
は
和
名
で
記
さ
れ
て
い
る
薬
物
名
を
イ
ロ
ハ
順
に

配
列
し
、
漢
名
な
ど
簡
単
な
解
説
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
名
式
・
典
薬
式
に

重
点
を
置
い
た
延
喜
式
校
訂
、『
姓
氏
一
覧
』、『
雲
州
式
社
集
説
』、『
聊
�
録
』
な

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎

三
四



ど
と
関
係
し
て
あ
わ
せ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）『
外
台
秘
要
方
』
の
考
証

『
外
台
秘
要
方
』
は
唐
の
王
�
が
著
し
た
医
書
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
伝
来
の
宋
版

『
外
台
秘
要
方
』
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
医
書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

こ
ろ
ま
で
に
は
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
。
近
世
に
お
い
て
は
延
享
三
年
（
一
七
四

六
）
に
山
脇
東
洋
が
復
刻
、
刊
行
し
て
い（
５０
）
る
。

『
外
台
秘
要
方
藍
川
標
記
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
）、『
外

台
秘
要
方
読
』（
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
所（
５１
）
蔵
）
の
二
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
と

も
に
『
外
台
秘
要
方
』
の
語
句
を
抽
出
し
て
、「
恕
公
曰
」
と
し
て
目
黒
道
琢
、「
惟

寅
曰
」
と
し
て
浅
井
図
南
の
説
や
諸
書
を
引
用
し
つ
つ
「
慎
案
」
と
し
て
藍
川
慎

自
身
の
解
釈
を
付
け
加
え
て
い
る
。

『
外
台
秘
要
方
藍
川
標
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
藍
川
慎
の
跋
文
と
森
立
之
、
山
田

業
広
の
奥
書
が
附
さ
れ
て
い
る
。

予
嘗
奉

先
公
之
命
、
輯
姓
氏
一
覧
、
時

公
臥
病
、
侍
湯
液
之
事
、
未
遑
修
稿
、

公
逝
後
稿
就
、
以
献
之
今

公
、
公
賞
賜
金
拾
星
、
乃
買
得
外
台
秘
要
以

蔵
焉
、

文
政
庚
寅
孟
秋
、
一
閲
圏
発
了
、
句
読
者
、
据
飯
溪
驪
恕
公
先
生
手
沢
本
、

使
児
分
卿
謄
写
、

茅
山
堂
主
人
藍
川
慎
驪
先
生
諱
忠
、
字
恕
公
、
号
飯
溪
、
為
躋
寿
館
都
講
奥

州
会
津
飯
谷
邨
人
也
、嘉

永
辛
亥
仲
夏
初
九
於
玉
池
恐
泥
廬
中
撮
鈔
了
源
立
之

茅
山
外
台
標
記
、
其
所
攷
者
、
与
宋
本
符
合
者
、
往
々
有
之
、
宋
本
出
世
、

故
其
与
宋
本
合
者
不
収
録
、
但
茅
山
因
学
之
功
、
可
以
嘆
賞
耳
、
立
之

右
一
巻
、
友
人
森
立
夫
鈔
藍
川
玄
慎
外
台
標
記
者
、
今
倩
白
川
�
自
官
樋

口
元
脩
鈔
写
卒
業
、
更
校
読
一
過
。
時
文
久
紀
元
辛
酉
秋
八
月
廿
二
日
也
。

椿
庭
業
広

こ
れ
に
よ
る
と
藍
川
慎
は
『
姓
氏
一
覧
』
の
献
上
に
よ
っ
て
下
賜
さ
れ
た
褒
賞
金

で
『
外
台
秘
要
方
』
を
購
入
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
文
政
十
三
年
七
月
に
圏
発
を

附
し
、
句
読
は
「
飯
溪
驪
恕
公
先
生
」
す
な
わ
ち
目
黒
道
琢
の
手
沢
本
に
よ
り
、

子
の
分（
５２
）
卿
に
謄
写
さ
せ
た
と
い
う
。
目
黒
道
琢
は
考
証
医
学
を
発
展
さ
せ
た
人
物

で
、
多
紀
元
孝
が
江
戸
に
設
立
し
た
躋
寿
館
で
教
え
、
躋
寿
館
が
幕
府
の
医
学
館

と
な
っ
て
も
そ
の
講
師
と
な
っ
た
。
藍
川
慎
が
い
つ
教
え
を
受
け
た
か
不
明
だ
が
、

そ
の
手
沢
本
を
入
手
し
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。

こ
の
藍
川
慎
の
『
外
台
秘
要
方
』
の
訓
点
・
注
釈
を
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

に
森
立
之
（
源
立
之
）
が
抄
写
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
山
田
業
広
（
椿
庭
業
広
）
が

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
抄
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
森
立
之
は
幕
末
維
新
期
の

考
証
医
学
者
で
、『
経
籍
訪
古
志
』
の
編
纂
や
『
神
農
本
草
経
』
の
復
元
、
本
草
・

内
経
・
張
仲
景
方
に
関
す
る
『
攷
注
』
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ（
５３
）
る
。
江
戸
の
医
学

館
で
宋
版
『
外
台
秘
要
方
』
の
校
勘
を
行
っ
て
い
た
こ
ろ
の
嘉
永
五
年
の
識
語
を

も
つ
『
読
外
台
秘
要
随
筆
』（
杏
雨
書
屋
所
蔵
）
が
あ（
５４
）
る
。
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、

『
外
台
秘
要
方
藍
川
標
記
』
を
抄
写
し
た
わ
け
で
あ
る
。
山
田
業（
５５
）
広
も
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
の
序
文
を
も
つ
『
外
台
秘
要
方
読
書
記
』
を
著
し
て
い
る
。『
外
台

秘
要
方
藍
川
標
記
』
に
拠
っ
た
諸
説
に
自
説
を
加
え
た
も
の
で
、
頭
注
と
し
て
森

立
之
・
小
島
宝
素
ら
の
意
見
も
加
え
ら
れ
て
い（
５６
）
る
。

一
方
『
外
台
秘
要
方
読
』
は
、
前
掲
『
外
台
秘
要
方
藍
川
標
記
』
の
跋
文
の
傍

線
部
を
改
行
な
し
で
連
続
し
て
記
す
の
み
で
あ
り
、
森
立
之
・
山
田
業
広
の
奥
書

は
な
い
。
解
説
さ
れ
た
語
句
に
も
異
同
が
多
く
、
体
裁
も
異
な
っ
て
い
る
。
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両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
森
立
之
『
枳
園
随
筆
』
の
次
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。

余
、
藍
川
旧
蔵
ノ
山
脇
本
ノ
外
台
秘
要
ヲ
得
タ
リ
。
終
巻
標
記
甚
多
シ
。
堀

川
舟
庵
ノ
請
ニ
因
テ
此
本
ヲ
彼
レ
ニ
譲
ル
時
ニ
標
記
ヲ
別
書
シ
テ
一
冊
と
ナ

ス
。
題
シ
テ
茅
山
外
台
標
記
ト
ナ
ス
。
其
後
ニ
又
一
部
ヲ
得
タ
リ
。
亦
前
ノ

如
ク
標
記
ア
リ
。
共
ニ
自
筆
ニ
テ
少
々
の
異
同
ア
リ
。
跋
文
ヲ
見
ル
ニ
君
上

ヨ
リ
賜
金
ヲ
得
タ
レ
バ
再
ビ
外
台
ヲ
購
フ
ト
ア
リ
。
サ
レ
バ
自
書
標
記
ノ
本

を
故
却
シ
後
又
別
本
ヲ
得
テ
亦
自
筆
標
記
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
其
丹
精
苦
心
感

ズ
ル
ニ
余
ア（
５７
）
リ
。

『
外
台
秘
要
方
藍
川
標
記
』
は
森
立
之
が
二
度
目
に
入
手
し
た
も
の
だ
っ
た
。
最
初

に
入
手
し
た
も
の
は
山
脇
東
洋
本
に
藍
川
慎
が
注
記
し
た
も
の
で
、
標
記
を
別
書

し
た
一
冊
と
と
も
に
堀
川
舟
庵
に
譲
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。『
外
台
秘
要
方
読
』

に
は
、『
外
台
秘
要
方
藍
川
標
記
』
に
は
な
い
山
脇
東
洋
本
の
序
な
ど
も
引
用
さ
れ

て
い
る
の
で
、
最
初
に
森
立
之
が
入
手
し
堀
川
舟
庵
に
渡
っ
た
標
記
の
系
統
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）『
黄
帝
内
経
』『
鍼
灸
甲
乙
経
』
と
鍼
灸
書

『
黄
帝
内
経
』
に
つ
い
て
は
『
太
素
経
攷
異
』『
読
骨
度
編
』、『
鍼
灸
甲
乙
経
』

に
つ
い
て
は
『
読
甲
乙
経
丙
巻
要（
５８
）
略
』『
鍼
灸
甲
乙
経
経
穴
主（
５９
）
治
』
を
著
述
し
て
い

る
。『

黄
帝
内
経
』
は
漢
代
に
成
立
し
た
医
学
理
論
書
、
鍼
灸
術
書
で
あ
り
、『
素
問
』

と
『
霊
枢
』
か
ら
な
る
。『
霊
枢
』
は
特
に
鍼
灸
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
七
世
紀
前
半
に
は
楊
上
善
が
『
素
問
』
と
『
霊
枢
』
の
本
文
を
再
編
集
し
て
註

を
加
え
た
『
黄
帝
内
経
太
素
』
を
撰
述
し
た
。『
鍼
灸
甲
乙
経
』
は
晋
の
皇
甫
謐
に

よ
り
編
纂
さ
れ
た
鍼
灸
医
学
書
で
あ
る
。『
素
問
』『
霊
枢
』『
甲
乙
経
』
い
ず
れ
も
、

早
い
段
階
か
ら
日
本
に
伝
来
し
、
養
老
医
疾
令
で
医
針
生
の
学
習
す
べ
き
経
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
た（
６０
）
が
、
延
喜
式
で
は
削
除
さ
れ
て
『
太
素
』
に
置
き
換
え
ら
れ
、

あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
中
世
に
な
る
と
『
太
素
』
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
近
世
に
入
っ
て
改
め
て
こ
れ
ら
諸
書
が
再
認
識
さ
れ
、

刊
本
の
出
版
、
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
、
考
証
が
本
格
化
す（
６１
）
る
。

『
太
素
経
攷
異
』
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
記
し
た
『
太
素
』
の
校
勘
録
で

あ
る
。
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
仁
和
寺
で
発
見
さ
れ
た
『
太
素
』
の
平
安
期

の
古
鈔
本
と
、『
素
問
』『
霊
枢
』『
難
経
』『
甲
乙
経
』
な
ど
と
の
異
同
を
示
し
て

い
る
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
に
は
「
森
氏
」
の
印
が
あ（
６２
）
り
、

森
立
之
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
読
骨
度（
６３
）
篇
』
の
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
無
窮
会
所
蔵
本
は
「
九
折
堂
山
田
氏

図
書
之
記
」
の
印
が
あ
り
、『
外
台
秘
要
方
藍
川
標
記
』
と
同
じ
く
山
田
業
広
の
所

蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
霊
枢
』
骨
度
篇
か
ら
語
句
を
抜
粋
し
て
、
諸
書
や
目

黒
道
琢
な
ど
先
人
の
説
を
引
用
し
な
が
ら
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
黄
帝
内
経
』『
霊
枢
』
や
『
鍼
灸
甲
乙
経
』
の
考
証
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
経
穴
に

関
す
る
解
説
と
し
て
『
参
攷
挨
穴（
６４
）
編
』、『
穴
名
捜（
６５
）
捷
』
も
著
述
し
て
い
る
。『
参
攷

挨
穴
編
』
は
目
黒
道
琢
が
寛
政
九
年
（
一
七
九
二
）
六
月
に
脱
稿
し
た
著
を
、
藍

川
慎
が
校
訂
を
加
え
た
も
の
で
、『
穴
名
捜
捷
』
は
経
穴
名
を
画
数
順
に
配
列
し
、

そ
れ
ぞ
れ
各
種
医
書
・
古
典
を
引
用
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
保
八
年
の

奥
書
を
も
つ
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
は
「
森
氏
」
の
印
が
あ
り
、
こ
れ

も
森
立
之
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
４
）
そ
の
他

そ
の
他
の
医
書
と
し
て
『
夷
水
筆
記
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
）、

『
肘
後
方
』
の
語
句
を
解
説
し
た
『
読
肘
後（
６６
）
方
』
な
ど
が
あ
る
。『
読
肘
後
方
』
は
、

東
晋
の
葛
洪
原
撰
と
さ
れ
る
医
薬
書
『
肘
後
備
急
方
』
に
つ
い
て
、
古
医
薬
書
の

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎
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記
載
と
異
同
を
示
し
考
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
も
日
本
で
も
『
肘
後
備
急

方
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
く
、
藍
川
慎
の
後
を
受
け
て
、
小
島
直
真
、
森
立

之
の
校
勘
本
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ（
６７
）
る
。

ま
た
『
査
苞
本
朝
医
伝
』（
無
窮
会
神
習
文
庫
）
は
、
大
穴
貴
命
・
少
彦
名
命
か

ら
は
じ
ま
っ
て
奈
良
・
平
安
時
代
の
史
料
か
ら
医
に
優
れ
た
人
々
の
記
事
を
収
集

し
て
い
る
。『
姓
氏
一
覧
』『
茅
山
雑
筆
』
と
同
様
な
著
述
で
も
あ
る
。

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
藍
川
慎
の
学
問
は
和
漢
の
諸
書
を
捜
索
、
引
用

し
て
考
証
し
て
い
く
も
の
で
、
目
黒
道
琢
ら
の
影
響
を
受
け
た
考
証
学
の
流
れ
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
方
法
論
で
延
喜
式
の
校
訂
と
関
連
す
る
辞
書
・
本

草
書
類
の
考
証
を
文
政
年
間
に
進
め
、
天
保
年
間
に
は
考
証
医
学
者
と
し
て
の
本

流
と
も
い
う
べ
き
医
薬
書
の
本
格
考
証
へ
と
学
問
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
。
著
述

は
そ
の
後
、
森
立
之
や
山
田
業
広
、
井
上
頼
圀
ら
に
所（
６８
）
蔵
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
維

新
期
の
考
証
学
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
形
態
、
校
訂
の
特
徴
、
校
訂
か
ら
出
版
ま
で

の
過
程
と
背
景
、
そ
し
て
そ
の
特
質
を
検
討
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
藍
川
慎
の

学
問
と
著
述
に
つ
い
て
の
全
体
像
を
素
描
し
て
み
た
。
こ
れ
ま
で
藍
川
慎
に
つ
い

て
は
考
証
医
学
者
と
し
て
の
側
面
と
、
雲
州
本
延
喜
式
の
校
訂
者
と
し
て
の
側
面

が
、
別
々
に
言
及
さ
れ
、
そ
の
両
面
を
統
一
的
に
と
ら
え
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
み
た
よ
う
に
延
喜
式
の
校
訂
に
は
神
名
式
・
典
薬
式

の
考
異
、
考
異
附
録
の
「
発
音
」「
祥
瑞
考
」
に
よ
く
表
れ
て
い
る
よ
う
に
国
学
と

本
草
学
や
考
証
医
学
の
接
点
と
し
て
の
性
格
も
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

延
喜
式
の
校
訂
、
出
版
と
そ
れ
を
通
じ
た
延
喜
式
研
究
の
進
展
、
そ
れ
ら
が
ど

の
よ
う
な
古
代
史
像
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
、
校
訂
に
使
用
さ
れ
た
個
々

の
典
籍
諸
本
や
藍
川
慎
の
著
序
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
、
今

後
展
開
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
虎
尾
俊
哉
「
解
説
」（
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料

延
喜
式

上
』、
集

英
社
、
二
〇
〇
〇
）。

（
２
）
虎
尾
俊
哉
、
前
掲
論
文
。

（
３
）
早
川
万
年
「
延
喜
式
の
版
本
に
つ
い
て
」『
延
喜
式
研
究
』
一
、
一
九
八
八
。

（
４
）
明
治
六
年
四
月
八
日
付
「
松
平
直
応
延
喜
式
奉
献
願
」（
国
立
公
文
書
館
『
公

文
録
明
治
六
年

第
一
九
八
巻

明
治
六
年
一
月
〜
四
月

東
京
府
伺
録

（
華
族
）』）、
同
四
月
十
日
「
華
族
松
平
直
応
延
喜
式
献
納
」（
国
立
公
文
書

館
『
太
政
類
典
第
二
輯

明
治
四
年
〜
明
治
十
年

第
三
三
五
巻

民
法
六

財
産
』）。

（
５
）
以
上
、
福
井
保
「
和
学
講
談
所
の
蔵
書
と
内
閣
文
庫
」『
内
閣
文
庫
書
誌
の

研
究
』、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
〇
。

（
６
）
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
本
（
同
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
古
典
籍
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
掲
載
画
像
）
な
ど
。

（
７
）
故
林
平
次
郎
翁
追
悼
録
編
纂
会
編
『
林
平
次
郎
翁
追
悼
録
』
所
収
「
林
平
次

郎
翁
小
伝
」（
故
林
平
次
郎
翁
追
悼
録
編
纂
会
、
一
九
三
三
）。

（
８
）
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
六
月
に
、
吉
川
半
七
が
所
蔵
の
群
書
類
従
に
欠

本
が
あ
る
た
め
、
内
閣
文
庫
の
版
木
を
借
り
て
、
そ
の
部
分
を
補
充
し
て
い

る
こ
と
（
福
井
保
、
前
掲
論
文
）
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
９
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
奈
良
女
子
大
学
附
属
図
書
館
、
横
浜
国
立
大
学
附

社
会
文
化
論
集

第
十
一
号

二
〇
一
五
年
三
月
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属
図
書
館
な
ど
。
後
者
二
点
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
。

（
１０
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
延
喜
式
』（
吉
川
弘
文
館
）
も
、
貞
享
本
の
同
じ
奥

書
を
雲
州
本
か
ら
引
用
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

（
１１
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
榊
原
芳
埜
家
蔵
書
目
録
』
に
み
え
る
「
延
喜
式

京
本
五
十
」
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。

（
１２
）
虎
尾
俊
哉
、
前
掲
論
文
。

（
１３
）
虎
尾
俊
哉
、
前
掲
論
文
。

（
１４
）
日
本
古
典
全
集
『
本
草
和
名
』
解
題
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
六
）。

（
１５
）
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
桑
原
文
庫
）。
上
・
中
・
下
三
冊
で
、
下
の

み
に
「
雲
游
雑
記
巻
之
四
」
の
内
題
、
お
よ
び
「
源
管
占
稿
」
と
い
う
筆
者

名
を
記
し
て
い
る
。
源
管
占
は
後
述
す
る
よ
う
に
藍
川
慎
の
こ
と
で
あ
る
。

（
１６
）
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
『
和
名
抄
』
や
『
新
撰
字
鏡
』
な
ど
か
ら
の

孫
引
き
も
み
ら
れ
る
。

（
１７
）
先
考
之
在
世
、
視
政
之
暇
、
覃
思
文
籍
。
其
於
本
邦
古
書
、
最
�
惓
焉
。
嘗

謂
昔
者
皇
室
之
盛
、
文
物
制
度
、
燦
然
明
備
、
至
於
律
令
格
式
之
撰
、
寔
為

経
世
大
典
。
而
中
遘
否
運
、
朝
野
多
故
、
不
翅
鴻
章
豊
儀
廃
替
不
行
、
而
文

籍
亦
帰
湮
晦
。
既
而
慶
元
偃
武
、
妖
気
廓
清
。
熈
洽
之
化
日
醇
、
而
佚
編
断

簡
、
陸
続
顕
著
、
尚
憾
律
格
共
属
残
缺
、
所
存
無
幾
。
令
又
佚
二
篇
。
惟
延

喜
之
式
、
巍
然
完
存
可
宝
。
而
世
所
通
行
、
坊
刻
濫
悪
、
繆
誤
極
多
。
於
是

乎
、
欲
捜
討
各
本
、
讎
対
校
訂
、
別
成
一
本
、
令
後
学
有
所
就
正
焉
。
事
未

迄
半
、
而
先
考
罹
疾
捐
館
。
不
肖
斉
貴
追
慕
之
余
、
乃
不
自
揣
、
将
承
遺
意

以
続
成
之
。
初
以
総
検
校
塙
保
己
該
通
古
書
、
時
延
致
相
商
権
。
而
保
己
亦

歿
。
当
時
預
其
事
者
、
今
僅
有
侍
者
藍
川
慎
等
数
人
而
已
。
因
使
慎
等
尋
相

校
勘
、
速
竣
其
功
、
会
邸
燬
於
火
百
事
為
之
阻
閣
、
校
書
亦
稽
滞
累
月
。
慎

等
遂
復
亀
勉
拮
据
能
従
其
事
、
別
著
考
異
、
証
其
得
失
、
始
得
以
償
先
志
矣
。

嗚
呼
回
顧
屈
指
�
已
七
年
、
感
旧
撫
今
、
悲
喜
交
臻
、
不
知
涕
泗
之
横
集
也
。

姑
叙
其
顛
末
、
冠
諸
巻
首
。
文
政
十
有
一
年
戊
子
春
二
月
従
四
位
下
行
侍
従

兼
出
羽
守
源
朝
臣
斉
貴
敬
識
。幕

府
内
史
局
直
事
源
弘
賢
書
〔
時
年
七
十
一
〕

（
１８
）「
御
用
留
」（
木
幡
家
文
書
）、
文
政
四
年
正
月
二
十
五
日
の
意
宇
郡
西
組
の

与
頭
か
ら
組
内
の
庄
屋
に
あ
て
た
触
状
。
小
林
准
士
「
宍
道
町
の
近
世
」（『
宍

道
町
史
通
史
編
』
下
、
宍
道
町
、
二
〇
〇
四
）。

（
１９
）
小
林
准
士
「
知
の
国
学
的
展
開
と
地
域
社
会
」『
歴
史
学
研
究
』
七
八
一
、

二
〇
〇
三
、
同
前
掲
「
宍
道
町
の
近
世
」。

（
２０
）
太
田
善
麿
『
塙
保
己
一
』（
人
物
叢
書
）、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
。
屋

代
弘
賢
日
記
『
水
馬
掌
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
文
政
五
年
七
月
十

日
条
に
も
「
昨
日
塙
総
検
校
病
死
届
出
」
と
記
し
て
い
る
。『
水
馬
掌
録
』

に
つ
い
て
は
森
銑
三
「
屋
代
弘
賢
」（『
森
銑
三
著
作
集
』
第
七
巻
、
中
央
公

論
社
、
一
九
七
一
）
参
照
。

（
２１
）
虎
尾
俊
哉
、
前
掲
論
文
。
塙
本
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲

載
画
像
に
拠
っ
た
。

（
２２
）『
水
母
文
集
』（『
群
書
類
従
正
続
分
類
総
目
録
・
文
献
年
表
』
附
録
に
所
収
）。

（
２３
）
森
銑
三
前
掲
論
文
は
「
藍
川
玄
悦
」
と
し
て
い
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
の
自
筆
本
で
は
「
藍
川
玄
慎
」
と
判
読
で
き
る
。

（
２４
）
東
洋
文
庫
所
蔵
。
森
銑
三
前
掲
書
参
照
。

（
２５
）
太
田
善
麿
、
前
掲
書
。

（
２６
）
太
田
善
麿
、
前
掲
書
。
な
お
屋
代
弘
賢
日
記
『
己
未
鈔
』
寛
政
十
一
年
正
月

十
二
日
条
に
は
「
温
古
堂
ニ
行
今
度
開
板
書
目
」
と
し
て
、
日
本
書
紀
・
続

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎
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日
本
紀
・
続
日
本
後
紀
・
文
徳
実
録
・
三
代
実
録
・
日
本
紀
略
・
扶
桑
略
記
・

百
錬
抄
・
一
代
要
記
・
令
義
解
・
類
聚
三
代
格
〈
弘
仁
貞
延
〉・
儀
式
〈
貞

観
〉・
西
宮
記
・
江
家
次
第
・
朝
野
群
載
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
延

喜
式
は
み
え
な
い
。

（
２７
）
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
。『
松
江
藩
列
士
録
』（
島
根
県
立
図
書
館
、
二
〇
〇

四
〜
〇
六
）。

（
２８
）『
穴
名
捜
捷
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
、『
臨
床
鍼
灸
古

典
全
書
』
三
一
に
影
印
所
収
）
は
、「
穴
名
捜
捷
巻
之
上

茅
山
堂
査
苞
之

一
」
の
内
題
の
下
に
「
藍
川
慎
新
吾
輯
」「
男

春
分
卿
校
」
と
記
し
て
い

る
。
ま
た
『
搏
桑
果
図
考
』
慶
應
義
塾
図
書
館
魚
菜
文
庫
所
蔵
本
、
都
立
中

央
図
書
館
加
賀
文
庫
所
蔵
本
に
は
「
新
吾
」
の
印
が
あ
る
。

（
２９
）
目
黒
道
琢
は
寛
政
十
年
（
一
七
八
九
）
に
死
去
し
て
い
る
。
ま
た
『
参
考
挨

穴
編
』
は
目
黒
道
琢
の
遺
稿
を
藍
川
慎
が
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

序
文
で
自
身
を
「
門
人
」
と
記
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
『
外
台
秘
要

方
』
と
そ
の
考
証
で
も
目
黒
道
琢
手
沢
本
を
使
用
し
て
い
る
。

（
３０
）『
搏
桑
果
図
考
』
の
序
文
末
尾
は
「
文
政
戊
寅
（
元
年
）
冬

出
雲
侯
侍
医

藍
川
�
謹
識
語
」
と
あ
る
。

（
３１
）『
姓
氏
一
覧
』
の
序
、
跋
お
よ
び
『
列
士
録
』
藍
川
玄
慎
の
項
。

（
３２
）
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
『
聊
�
録
』
の
識
語
末
尾
は
「
文
政
十
一
戊
午
春
三

月
茅
山
藍
川
慎
識
」
と
あ
る
。
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
大
同
類
聚
窃
疑
』
に
は
文

政
十
一
年
十
月
付
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（
３３
）
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
。
識
語
の
末
尾
に
「
天
保
辛
卯
（
二
年
）
仲
冬
。
茅

山
堂
主
人
藍
川
慎
識
」
と
あ
る
。

（
３４
）
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
。
奥
書
に
「
天
保
二
辛
卯
臘
月
中
九
卒
業
茅
山
堂
主

人
藍
川
慎
」
と
あ
る
。

（
３５
）
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
。
第
二
冊
の
奥
に
「
天
保
壬
辰
二
月
小
尽
草

藍
川

慎
」、
第
三
冊
の
奥
に
「
天
保
三
壬
辰
三
月
中
七
草
了

藍
川
慎
」
と
あ
り
、

以
下
同
様
に
各
冊
の
区
切
り
ご
と
に
脱
稿
年
月
日
を
記
し
て
い
る
。
第
十
九

冊
の
奧
に
「
天
保
四
癸
巳
季
春
小
尽
草
了

藍
川
慎
」
と
あ
る
の
が
最
後
で

あ
る
。
天
保
二
年
二
月
か
ら
天
保
四
年
三
月
末
日
ま
で
ほ
ぼ
連
続
し
て
執
筆

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３６
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
。
上
巻
奥
書
に
「
天
保
八
丁
酉
仲

冬
下
五
冬
至
夜
卒
業
」、
下
巻
奥
書
に
「
天
保
八
丁
酉
季
冬
上
八
卒
業
」
と

あ
る
。『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』
三
一
所
収
影
印
本
に
拠
っ
た
。

（
３７
）
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
。『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』「
太
素
経

攷
異
」（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
）
参
照
。

（
３８
）
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
（
井
上
頼
圀
旧
蔵
本
）。
序
文
末
尾
に
「
天
保

己
亥
（
十
年
）
月
正
、
門
人
藍
川
慎
謹
識
」。『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』
三
一

所
収
影
印
本
に
拠
っ
た
。

（
３９
）
た
と
え
ば
新
撰
姓
氏
録
研
究
を
集
成
し
た
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究

研
究
篇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
）
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
４０
）
以
上
、
近
世
の
新
撰
姓
氏
録
研
究
に
つ
い
て
は
佐
伯
有
清
前
掲
書
参
照
。

（
４１
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
の
序
文
は
次
の
通
り
。

慎

草
二

姓
氏
一
覧
一

也
。
非
二

学
而
言
一

焉
者
。
非
二

聞
而
説
一

焉
者
。
維
命
維

従
焉
耳
。

月
潭
公
好
校
レ

書
。
間
捜
二

姓
氏
録
一

。
煩
下

其
分
以
二

二
京
五
畿
及
未
定
一

。
而

一
姓
数
出
上

。
以
欲
三

捷
二

径
之
一

。
試

命
二

草
于
�
一

。
爾
時
公
寝
レ

疾
。
有
レ

如
而
無
レ

�
。
日
夜
黽
勉
従
レ

事
。
爰
曠
レ

年
而
未
レ

起
レ

筆
。

社
会
文
化
論
集

第
十
一
号

二
〇
一
五
年
三
月

三
九



公
終
逝
矣
。
悲
哉
。
悲
莫
レ

悲
二

於
斯
一

。
怏
乎
心
不
レ

壮
レ

焉
。
既
三
年
也
。

其

命
尚
在
レ

耳
。
毎
懐
�
乎
胸
臆
如
レ

劈
。
今
也
為
之
猶
レ

不
レ

為
。
何
益
之

有
。
雖
レ

然
何
以
能
忍
。
何
以
能
己
。
廼
強
取
二

数
本
一

対
校
。
更
及
二

国
史

等
一

。
分
レ

之
以
二

字
画
一

。
聚
レ

之
以
二

頭
字
一

。
随
抄
随
輯
。
草
斯
成
矣
。
草

成
而
墓
樹
将
レ

拱
。
嗚
呼
悲
哉
。
今
夫
誰
能
是
正
焉
。
不
二

是
正
一

則
不
レ

可
二

以
公
一

焉
。
但
蔵
二

之
�
一

耳
。
如
二

其
是
非
一

者
。
得
レ

見
二

公
干
此
地
下
一

。
而
聞
焉
。
則
何
奉
過
レ

焉
矣
。
揮
レ

涙
聊
弁
二

其
由
于
巻
首
一

爾
。
文
政
七
年
甲
申
八
月
既
望
。

藍
川
慎
謹
識

（
４２
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本
の
印
は
「
浅
草
文
庫
」「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図

書
」、
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
本
の
印
は
「
大
学
蔵
書
」「
無
窮
会
神
習
文
庫
」

「
井
上
氏
」「
井
上
頼
圀
蔵
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」
で
あ
る
。
静

嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
に
は
「
静
嘉
堂
文
庫
」
以
外
の
印
は
な
い
。
岩
瀬
文
庫
所

蔵
本
に
も
「
岩
瀬
文
庫
」
以
外
の
印
は
な
い
。

（
４３
）『
改
訂
増
補

内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』、
国
立
公
文
書
館
、
一
九
八
一
。

（
４４
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
。

（
４５
）『
出
雲
国
式
社
考
』
岩
政
信
比
古
の
跋
（『
神
祇
全
書
』
五
所
収
）
に
次
の
よ

う
に
あ
る
。

此
考
は
吾
大
人
の
は
や
く
著
し
た
ま
へ
る
事
、
世
の
人
も
知
れ
る
事
な
り
し

を
、
い
か
に
ぞ
や
思
ほ
す
事
の
あ
り
て
、
秘
め
て
出
だ
し
給
は
ず
、
お
の
れ

も
お
は
し
ま
す
世
に
は
得
見
ず
な
り
に
き
、
然
る
を
お
は
し
ま
さ
ず
な
り
て
、

御
庫
の
書
ど
も
を
と
り
と
ヽ
の
ふ
る
を
り
に
見
れ
ば
、
御
下
書
き
の
ま
ゝ
に

て
、
一
わ
た
り
二
わ
た
り
は
追
つ
ぎ
書
加
ふ
る
事
も
あ
な
る
を
、
い
ま
だ
成

あ
は
ぬ
所
も
あ
ま
た
見
え
た
り
（
中
略
）
と
な
る
さ
か
し
ら
を
加
へ
ず
、
足

は
ぬ
事
も
そ
が
ま
ま
に
て
、
唯
詞
の
つ
ゞ
き
の
し
ど
け
な
き
所
々
を
の
み
、

引
な
ほ
し
て
、
猶
得
あ
ら
ぬ
事
を
ば
、
負
け
な
く
は
あ
れ
ど
、
お
の
が
名
を

あ
ら
は
し
て
、
所
々
に
書
い
れ
な
ど
、
一
わ
た
り
う
る
は
し
く
写
し
て
、
梅

舎
の
御
庫
に
蔵
め
置
く
に
な
む
、
社
の
ひ
ろ
さ
立
も
の
ゝ
数
、
あ
る
は
祭
の

日
の
定
な
ど
の
お
ち
た
る
は
、
い
ま
も
き
ゝ
い
で
て
書
紹
て
む
か
し
、

天
保
十
四
年
癸
卯
四
月
廿
五
日

岩
政
信
比
古

（
４６
）『
群
書
解
題
』
第
八
「
康
頼
本
草
」
の
項
（
石
原
明
執
筆
）（
続
群
書
類
聚
完

成
会
、
一
九
六
一
）。

（
４７
）『
杏
林
叢
書
』
第
四
輯
（
吐
鳳
堂
書
店
、
一
九
二
五
）
所
収
。

（
４８
）
富
士
川
游
『
日
本
医
学
史
』（
裳
華
書
房
、
一
九
〇
四
）、
和
田
英
松
『
本
朝

書
籍
目
録
考
証
』（
明
治
書
院
、
一
九
三
六
）。

（
４９
）『
国
史
大
辞
典
』「
大
同
類
聚
方
」
の
項
（
宗
田
一
執
筆
）。

（
５０
）『
外
台
秘
要
方
』
に
つ
い
て
は
、
小
曽
戸
洋
『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
』
序

章
「
日
中
伝
統
医
学
の
歴
史
」
お
よ
び
同
書
第
四
章
第
七
節
「『
外
台
秘
要

方
』」（
塙
書
房
、
一
九
九
六
）
参
照
。

（
５１
）
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
掲
載

の
写
真
画
像
に
拠
っ
た
。

（
５２
）
子
の
分
卿
と
は
藍
川
春
の
こ
と
で
、『
穴
名
捜
捷
』
の
校
閲
者
と
し
て
も
み

え
、『
万
国
地
理
図
説
』（
杏
雨
書
屋
所
蔵
）
な
ど
も
書
写
し
て
い
る
。

（
５３
）
森
立
之
に
つ
い
て
は
小
曽
戸
洋
「
森
立
之
と
そ
の
著
述
」（『
漢
方
と
診
療
』

四
二
―
二
、
二
〇
一
三
）。

（
５４
）
森
立
之
の
『
外
台
秘
要
方
』
の
校
勘
や
研
究
に
つ
い
て
は
、
小
曽
戸
洋
前
掲

「『
外
台
秘
要
方
』」。

（
５５
）
山
田
業
広
に
つ
い
て
は
、
真
柳
誠
「
幕
末
考
証
学
派
の
巨
峰
・
椿
庭
山
田
業

雲
州
本
『
延
喜
式
』
の
校
訂
と
藍
川
慎

四
〇



広
」（『
山
田
業
広
選
集
』、
名
著
出
版
、
一
九
八
四
）。
本
稿
で
は
真
柳
研
究

室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
二
〇
〇
一
年
五
月
・
二
〇
〇
四
年
七
月
・
二
〇
〇

九
年
五
月
加
筆
・
訂
正
版
に
拠
っ
た
。

（
５６
）『
外
台
秘
要
方
読
記
』
に
つ
い
て
は
、
小
曽
戸
洋
前
掲
「『
外
台
秘
要
方
』」」

参
照
。
ま
た
テ
キ
ス
ト
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
九
折
堂
読
書
記
』
所

収
本
（『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
九
四
、
名
著
出
版
、
一
九
八
二
）
に
拠
っ

た
。

（
５７
）『
枳
園
随
筆
・
先
哲
美
談
二
』（
書
誌
学
月
報
別
冊
（
五
）、
青
裳
堂
書
店
一

九
九
七
）。
ま
た
引
用
部
分
の
前
段
で
は
藍
川
慎
の
人
柄
や
松
平
斉
貴
と
の

間
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
し
て
い
る
。
な
お
小
曽
戸
洋
「
幕
末
考
証
医
家
と
そ

の
業
績
」（『
斯
文
』
二
七
―
九
、
一
九
九
七
）
は
森
立
之
『
枳
園
漫
録
』（
慶

應
義
塾
図
書
館
幸
田
文
庫
所
蔵
本
）
か
ら
同
文
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
５８
）
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
。『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』
三
六
（
オ
リ
エ
ン
ト
出

版
、
一
九
九
二
）
所
収
の
影
印
に
拠
っ
た
。

（
５９
）
杏
雨
書
屋
所
蔵
。『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』
四
一
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
、
一

九
九
三
）
所
収
の
影
印
に
拠
っ
た
。

（
６０
）
丸
山
裕
美
子
「
日
唐
医
疾
令
の
復
原
と
比
較
」（『
日
本
古
代
の
医
療
制
度
』、

名
著
刊
行
会
、
一
九
九
八
、
初
出
一
九
八
八
）。
な
お
養
老
医
疾
令
は
、『
令

義
解
』『
令
集
解
』
で
欠
失
し
て
お
り
、
当
該
部
分
は
『
政
事
要
略
』
巻
九

十
五
至
要
雑
事
（
学
校
）
お
よ
び
『
令
集
解
』
考
課
令
冒
頭
讃
説
か
ら
復
原

で
き
る
。

（
６１
）
以
上
の
『
黄
帝
内
経
』
諸
書
と
そ
の
日
本
で
の
受
容
や
研
究
に
つ
い
て
は
、

小
曽
戸
洋
前
掲
書
「『
黄
帝
内
経
』」。

（
６２
）
以
上
の
『
太
素
経
攷
異
』
に
つ
い
て
は
、『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』「
太
素
経

攷
異
」
の
項
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
）。
印
記
も
同
書
所
収
の
図
版
に

よ
る
。

（
６３
）
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
本
、
お
よ
び
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
『
読
甲
乙
経
丙

巻
要
略
』
附
載
本
が
あ
る
。

（
６４
）
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』
三
一
（
オ
リ
エ
ン

ト
出
版
、
一
九
九
一
）
所
収
の
影
印
に
拠
っ
た
。

（
６５
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
。
天
保
八
年
の
奥
書
を
も
つ
も
の

と
、
書
写
年
代
不
明
の
二
本
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
』

三
一
（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
、
一
九
九
一
）
所
収
の
影
印
に
拠
っ
た
。

（
６６
）
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
。
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
。
ま
た
陳
仁
寿
・
曽

莉
主
編
『
台
北
故
宮
珍
蔵
版
中
医
手
抄
孤
本
叢
書
』
七
（
上
海
科
学
技
術
出

版
社
、
二
〇
一
四
）
に
簡
体
字
で
翻
刻
。

（
６７
）
小
曽
戸
洋
前
掲
書
「『
肘
後
備
急
方
』」（
初
出
一
九
八
三
）。

（
６８
）
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
本
は
井
上
頼
圀
旧
蔵
で
あ
る
。

社
会
文
化
論
集

第
十
一
号

二
〇
一
五
年
三
月

四
一


